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(]) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

一

調
査
目
的

前
年
度
に
同
じ
。

二

調
査
期
間
と
調
査
者

m
調
査
期
間

予
備
調
査
（
現
存
手
漕
船
の
所
在
の
確
認
）

平
成
三
年
五
月
八
日
か
ら
六
月
三
十
日

本
調
査
平
成
四
年
一
月
二
十
日
か
ら
二
月
二
十
日

②

調

査

地

北
上
川

元
船
場

・

水
押

•

水
明
町
・

住
吉

•

雲
雀

野
•
稲
井
真
野
川

•

藤
の
巻

·

北
上
運
河

万
石
浦

沢
田
・
流
留

•

塩
富
町

・

万
石
町
・

祝
田

神
明

・
梨
木
畑

③

調

査

者

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
貝

三

調
査
報
告

南
境
元
船
場

m
現
存
し
て
い
る
船
一
云
咤
全
部
「
ナ
ガ

シ
プ
ネ
」
（
「
ナ
ガ
シ
」
と
も
言
う
）
で
、

一
艘

だ
け
現
在
で
も
漁
に
使
用
し
て
い
る
。
製
は
、

二
艘
は
一
階
棚
で
あ
る
が
、
一
艘
は
二
階
棚
で

あ
る
。

（即

9
1
0
1
1
参
照
）
元
船
場
後
谷
3
番

地
中
村
長
人
氏
お
よ
び
元
船
場
後
谷
52
の
1
三

浦
源
之
助
氏
は
、
石
巻
市
に
ナ
ガ
シ
プ
ネ
を
寄

付
し
て
も
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

鈴
木
束
行

・現在、中村氏がナガシプネで川漁をしている

樵種

I延

旧肝

縄 流 し 網 ナラッパ 八 手 網 備 考

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
貝

1 

し ．．． は

み

態

い

と

く

よ

わ

な

て

き

商

り

で

け

今

冬

深

状

て

礁

が

い

バ

き

れ

で

石

り

か

の

か

は

の

眠

つ

沈

垣

な

シ

大

入

て

た

か

る

ど

い

い

魚

礁

冬

入

。

石

れ

に

に

を

め

礁

あ

、

な

な

な

な

Jll

沈

で

に

る

は

ず

う

＜

石

沈

た

前

で

に
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れ
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・
鯉
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②

漁
種
漁
場
と
船
型

話
者
…
中
村
長
人
氏
（
昭
5
.
12
.
24
生）

•
船
型
と
漕
法
・
・
・
幅
が
せ
ま
く
、
シ
キ
の
長
さ

手
漕
ぎ
船
調
査
報
告
（

平

成

三

年

度

手
漕
ぎ
船
調
査
報
告

鈴

木

東

行

が
長
く
、
深
さ
も
浅
い
か
ら
、
細
長
く
川
漁
に

適
し
た
船
型
を
し
て
い
る
。
船
が
長
い
の
は
、

船
が
風
に
廻
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。
ナ
ガ
シ

（
ナ
ガ
シ
プ
不
）
は

一
人
乗
り
で
イ
マ
に
座
し

て
網
を
う
っ
た
り
、
あ
げ
た
り
、
縄
（
な
）
を

ぶ
っ
た
り
、
あ
げ
た
り
、
ま
た
、

全
長
五
尺
位

の
短
い
ネ
リ
ガ
イ
で
漕
ぐ
°
竿
も
用
い
る
。
昭

和

55
年

5
月
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
か
け
る
。

注・
・・イ
マ
と
は
ミ
ヨ
シ
近
く
の
シ
プ
キ
ヨ

ケ
の
あ
る
間

（間）

12 

漁

場

そ

の

他

間北橋より

七ツ石まで

晩にうって

朝にあげる

lカヽ ご釣針

はllO本

糸

J:ff:-1限り

石-Jj:11,',J「'lの

対岸（砂原

水底）。 下

流にli1Jけて

30mほど流

す。背から

ナガシプネ

を用いた

川の岸近く

うなぎをと

る。 1日1

回あげる。

あげるとき

三角タモで

すくう

洪水で水が

にごった時

のみ、逆流

しているマ

キに仕かけ

る (iやより）

以から秋に

かけて

父の腎は流

し網や延縄

にナガシ船

を使用し、

コヨウ網や

投網には

カッコー船

を用いた

船
外
機
を
入
れ
て
か
ら
、
漁
場
（
仕
事
場
：・

職
場
）
ま
で
の
通
勤
手
段
と
し
て
速
い
船
外
機

を
用
い
‘
漁
場
で
の
仕
事

（採
業
：．
網
を
ま
い

た
り
、
あ
げ
た
り
す
る
た
め
移
動
す
る
）
に
は

ネ
リ
櫂
を
用
い
る
。
航
行
と
操
業
の
道
具
の
用

途
分
化
が
は
じ
ま
っ
た
。

注
…
昭
和
五
十
二
年
七
月
調
査
、

r
石
巻

市
文
化
財
だ
よ
り
』
第
8
号
ー
南
境
地

区
民
俗
沢
科
民
具
収
集
調
査
報
告
ー
か

ら
生
産
B

（
漁
労
）
を
一
部
加
妍
し
て



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (2) 

中
村

匹

明
34
.
12
.
19
生）

左
に
再
掲
す
る
。

生
産
B

（
漁
労
）

（主
と
し
て
元
船
場
の
人
々
）

m網
漁
サ
ケ
ア
ミ
（
流
し
網

・
地
曳
網
）

流
し
網
は
旧
七
月
十
日
よ
り
十
二
月
に
か
け

て
石
井
間
門
の
対
岸
（
砂
原
）
に
向
け
て
ナ
ガ

シ
舟
（
一
人
で
こ
ぐ
）
で
か
け
る
。

マ
ス
ア
ミ
（
流
し
網
）
…
旧

一
月
か
ら
五
月

に
か
け
て
と
る
。

コ
ヨ
ウ
ア
ミ
…
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
、
年
中
、

折
々
に
オ
ー
ゲ
イ

・
鯉
な
ど
カ
ッ
コ
ー
（
和
舟
）

を
利
用
し
漁
狼
す
る
。

ト
ア
ミ
（
投
網
）
…
大
正
時
代
、
麻
で
あ
ん

だ
網
で
年
中
、
カ

ッ
コ
ー
を
用
い
て
、
ポ
ラ

・

鯉
を
漁
獲
し
た
。

切
釣
漁
延
縄
：
・
七
十
I
七
十
五
間
、
六
尺
に
一
本
の

釣
針
、
漁
獲
物
は
ナ
マ
ズ
（
年
中
）

ウ
ナ
ギ
は
彼
岸
か
ら
十
一
月
。
ス
ズ
キ
は
旧

四
月
か
ら
十
月
。
鯉
は
彼
岸
か
ら
旧
十
月

・
セ

イ
ゴ
は
年
中
。
ナ
ガ
シ
舟
を
用
い
る
。

竿
釣
：
•

三
間
半
の
竹
竿
、
糸
は
五
リ
ン
。

③
答ウ
ナ
ギ
ド
…
春
彼
岸
よ
り
旧
十
月
、
晩
に
か

け
て
朝
あ
げ
る
。

ナ
ラ
ッ
パ
・
・
・旧
九
月
か
ら
十
月
、
昼

•

夜
入

れ
、
一
日
一
回
あ
げ
、
ウ
ナ
ギ
を
と
る
。

m漁
業
の
信
仰

旧
九
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
の
鮭
を
大
漁

し
た
日
、
舟
を
か
け
て
い
る
人
が
宿
に
集
ま
り
、

「
お
日
待
ち
」
と
称
し
て
宿
を
と
り
、
え
び
す

大
黒
に
鮭
一
匹
を
上
げ
拝
み
、
酒
と
餅
で
宴
を

は
る
。
（話
者

--;, .,. 

ヽ
、- ” 
....元船場の船溜りに向けて水押岸の焼場より全速で併る

....平成3年7月早5月6時縄あげを終って仰路につく、
ポンデンのそぼにネリガイが見える

▲南境山偽より描る、蛇田川前岸で延純をイマであげている

No. 爵力
I 

19 18 17 16 15 14 13 号ド

タ ＝ヵ ＝ヵ - ナ ＝ヵ ＝ヵ -=力 地
＋ 枚,． ツ ー ガ

型--H 枚ツ 枚シ 枚ッ 枚ツ 枚ツ・;/ 

-iりプ・ キ堕コ堕コ 堕コ 堅コ 堕コ 名

鈴佐 広 符 広 後 鈴 所
* !§ 田 地 田 荻 木

塁 惰 ＂ I”U ヤ - 迅 良 嘉

一雄 良 閃 男 明 名・

明水3 I'水V" I 應 I 胤 吼 {I' I I l 
I I I I 
6 11 原 R ， 
I I I I 

所35 23 18 

” 

水

押m
現
存
し
て
い
る
船

一
艘
、
栗
原
寂
男

（水

押
2
7
の
2
)
が
所
有
。
丈
二
の
幅
が
一
二
尺
二
寸

五
分
、
深
さ
が
九
寸
＿
二
分
の
小
和
舟
で
あ
る
。

イ
ッ
ケ
ダ
ナ
（
一
枚
棚
）
で
持
主
不
明
で
市
役

所
水
瓶
課
よ
り
も
ら
う
。
（岡
12
参
照
）

水
明
町

（
旧
袋
谷
地
）
船
溜
り

m
現
存
の
手
漕
船

（
和
船
）
七
艘

（岡
1
3
ー
岡

19
参
照
）

⑪
:・

・
現
在
使
用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

は
オ
カ
（泣）

に
あ
が
っ
て
い
る

②

漁
種
漁
場
と
船
型

話
者
：
：
佐
藤
一
雄
（
明
44
.
1
0
.
1
7
生）

船
型
：
・カ
ッ
コ
ー
（
二
枚
棚
型
）

寸
法
シ
キ
の
長
…
18
尺
5
寸

船

幅

：

4
尺
ー
寸

深

さ

…

l
尺
2
寸

シ
キ
の
匝
さ
…
2
寸

タ
ナ
の
匝
さ
…
l
寸
2
分

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

：
•
8

寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ
；
•

7
寸
5

分

（
注
…
寸
法
は
実
測
）

（他

18
参
照
）



(3) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

コベリ

コ

テ町工
[

卜

ミ

m
シ

三←7寸ーJ.(? 寸のヒラキ）
スキ （シキ）

印

ゥ

ワ

ダ

ナ

上

咋[こ スキ （シキ）

注
…
後
藤
脱
三
郎
氏
（
明
44
.
10
.
17
生
、
水

明
南
卜
ふ
18)

の
話
し
に
よ
る
と
カ
ッ
コ
船
に

オ
モ
テ
ド
リ
（
熟
練
の
老
漁
師
）

と
ト
モ
ド
リ

（
櫓
オ
シ
…
少
年
や
若
物
）
の
二
人
が
乗
り
、

流
し
網
を
ま
い
て
行
く
。
ま
た
待
船
（
ま
つ
ぶ

ね
）
と
言
っ

て
順
番
制
（
組
合
員
）
を
と
り
、

l
艘
が
流
し
て
蛙
を
あ
げ
る
と
次
の
順
番
の
人

が
流
し
網
を
し
か
け
た
。

広
田
道
良
氏
の
首
に
よ
る
と
、
う
な
ぎ
筒

（ど）

・
な
ら
っ
ぱ
も
し
か
け
て
う
な
ぎ
（
え
ぴ
）

を
と
っ
た
。
投
網
で
住
吉
前
や
袋
谷
地
で
ぽ
ら

を
あ
げ
、
寒
鯉
も
鉄
橋
の
上
か
ら
七
つ
石
ま
で

の
深
み
で
と
っ
た
。
佐
藤
一
雄
氏
は
、
一
晩
で

50
打
も
リ
ヤ
カ
ー
で
市
場
に
あ
げ
た
。 3

 

4
 

-
純
i

ー

r
 

白

i

.

|
 

5
 

縄

お

お

が

い

流し網 刺 し網 投 網

ほ:

らノ

サデ網 ウナギウキ

つ

い
る
う
な
ぎ

居
す
わ
て|
 

.r 

6
 

流
し
網

r̀, 

石
垣

7
 

8
 

，
 
IO 

．．
 

な
ま

~

す

な’ 

ーぎ

k
トム

11 

下
り
う
な
ぎ

．

|
 

12 
þÿ0J0J0L0D
オ
J
力
し

北上川

漁

場

そ

の

他

ltI

悧公吉

．

．

 

問t
 

J
 
石

仕

• 袋谷地

前

・i、f船で

・121じllli

じ一つわく

般に

: 春はます

I};. はさけ

3 HI! も投

げる

ーオぱら
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▶
投
網
（
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
蔵
）

‘ 

三 ／
....カッコー （二枚棚）（佐藤一雄氏所有）

...ウナギカギ （佐藤一雄氏所有）

▲延縄カゴ（広田道良氏所有）
▲ ゴカイスクイ（流れゴカイは旧屈12月3日
-4日、正月 4、5日に流れるタモでとる。
夕方かけて朝早くあげる。生かしておく ）

吉現
存
手
漕
船
（
和
船
）

．．． 
―
-艘

（郎

2021参
照
）

所
有
者
…
玉
木
吉
雄

（
住
吉
た
＿16）

玉
木
造
船
化
工
K
K

ダ
ン
ペ

（
二
階
棚
）
・・・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
で
お

お
う
。
田
代
島
の
大
網

で
使
用
し
た
も
の

ナ
ガ
シ
プ
不
（

一
階
棚
）
…
上
流
よ
り
潔
沼

雲
雀
野
（
文
化
セ

ン
タ
ー
前
船
溜
り
）

m
現
存
和
船
：
一
艘
（
蜘

22参
照
）

所
有
者
は
宍
戸
米
男

（黍
雀
野

一
丁
目
1
1
ー

43)
、
戦
時
中
、
長
浜
↓
河
□
ー
大
曲
浜
で
、

地
曳
網
を
や
り
、
お
お
う
が
い

・
せ
っ
ば

・
ぽ

ら

•

す
ず
き
を
と
る
。

ま
た
目
の
小
さ
い
地
曳

網
で
旧
暦
七
月
八
月
白
魚
（
子
）

・
九
月
十
月

白
魚
（
親
）

を
漁
獲
、
こ
こ

10
年
は
芸
雀
野
海

岸
で
四
月
五
月
（
旧
府
）
に
刺
網
で
し
ゃ
こ
ゃ

え
ぴ
を
と
る
。

カ
ッ
コ
ー

（一

枚
棚
シ
キ
の
長
さ

23
尺‘

涌
谷
町
大
友
俊
雄
大
工
造
船
）

稲

井真
野
川
に
は
和
船
は

一
艘
も
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
、
藤
の
巻
の
岸
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
お
お
わ
れ
た
廃
船

一
艘
が
あ
っ
た
。

北
上
運
河
（
貞
山
堀
）

水
没
し
つ
つ
あ
る
一
階
棚
の
川
船
が
二
艘
見

う
け
ら
れ
た
。

(I)住
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注

：
タ
ン
ペ
は
種
ガ
キ
運
搬
船

・
イ
ッ
ケ
ダ
ナ

は
カ
ジ
カ
釣
り
、
ナ
マ
コ
と
り
、
ワ
カ
メ
と
り
、

が
主
で
あ
る
。
ノ
リ
ッ
ミ
に
も
行
く
。

ハ
ン
タ
ナ
所
有
主
の
菊
地
衛
三
郎
は
、
ノ
リ

ツ
ミ
運
硲
の
本
船
に
こ
の
船
を
用
い
、
ま
た
、

タ
ネ
ガ
キ
運
搬
に
も
利
用
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

現
在
、
山
仕
事
が
な
い
時
は
佐
須
の
浜
、
防
波

堤
前
の
外
洋
で
カ
ナ
オ
シ
て
ア
サ
リ
を
と
っ
て

い
る
。

②
船
型
（
寸
法
）

ダ
ン
ペ
…
シ
キ
長

(20
尺
1
1
8
尺）

船

幅

(
5
尺
4
寸）

深

さ

(
2
尺
1
1
尺

8
寸）

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

(
7
寸）

棚
は
半
棚
（
は
ん
た
な
）

・
ニ
階

棚
の
タ
ナ
ヅ
キ
で
あ
る
。

イ
ッ
ケ
ダ
ナシ
キ
長

(1
丈
3
尺
1

1
丈
2
尺

通
称
丈
三

（じ
ょ
う
さ

ん
）
と
よ
ぶ
）

幅

(
3
尺
6
寸
1
3
尺）

船

N1o. 香カ
I 

29 28 27 26 25 21 23 号ド

ーイ ーィ ＾イ ーィ 半-,, =ダ 至ダ 地-, ー， '' ’ ’’ , 
ftケ 11ケ 枚ケ 仕ケ

ン
位ン ン 型方

!llダ 堕： 竪： 拐ダ lll ク 翌^ 堕ペ 名ーナ ーナ -ナ

内 菊 菊 検 菊 佐 怯 所

海 地 地 浦 地 ii 涌

包
窃 術

＂ 士 広 悦 広

茂 投 夫 蔵 郎

” 豆
者

! ほ 阻,r i l i 住周
I 

41 41 I II I 8 II 
I I I I 3 I 
I I 4 33 I II 33 所I 

万
石
浦
宇
田
川
（
通
称
「
オ
ガ
ワ
ソ
コ
」
「
赤
堀
」
）

船
溜
り

（

現
存
手
漕
船
（
和
船
）
…

8
艘

深

さ

(
l
尺）

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

(
7
寸）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

(
4
寸）

注
…
上
記
の
船
型
は
主
と
し
て
地
元
の
船
大

工
が
造
船
し
た
も
の
で
あ
る
。
伝
統
的
型
で
あ

り
、
寸
法
で
あ
る
。

菊
地
富
士
夫
•
菊
地
徳
授
•
内
海
茂
（
二
艘

中
一

艘
）
所
有
の
イ
ッ

ケ
ダ
ナ
は
五
六
年
前
塩

砥
の
赤
間
コ
ウ
ジ
よ
り
ノ
リ
ト
リ
に
使
用
し
た

船
を
買
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る

。

塩
術
•

松
島

方
面
の
ノ
リ
ッ
ミ
船
は
大
正

•

昭
和
初
め
東
京

大
森
の
ノ
リ
ト
リ
船
（
平
控
殖
ノ
リ
ッ
ミ
船
）
ま

ね
て
造
っ
た
全
く
従
来
の
型
と
ち
が
っ
た
船
で

新
型
で
、
伝
統
的
と
は
言
い
が
た
い
。
（
三
崎

一
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
）

沢
田

・
流
留

m
現
存
手
漕
船
（
和
船
）
、
流
留
で

一
艘、

物
置
が
わ
り
に
オ
カ
に
あ
っ
た
。

（
２
）
漁
種
•
漁
楊
と
船
型

船
型
と
寸
法

タ
ナ
ヅ
キ
ス
キ
長

(
1
丈

8
尺
、
通
称
丈
八

（
じ
ょ
う
は
つ
）
と
い
う
）

開

幅

(

4
尺
5
寸
）

深

さ

(1
尺
7
寸
ー
8
寸
）

イ
ッ
ケ
ッ
コ

ス
キ
長
（
丈
5
l
丈
6
)

肩

幅

(
4
尺
2
寸）

深

さ

(
l
尺
2
寸
i

3
寸）

両
方
と
も
ス
パ
ン
ト
（
「
マ
ツ
ラ
」
）
が
な

く
ハ
リ
キ
リ
で
も
た
せ
て
い
る
。

漁
種
•

漁
法

話
者
：・
三
浦
徳
郎
（
大
正
5
.
1
2
:
l
生、

流
留
字
町
26)

社
邑
＼
暦
旧 かじか釣り

1枚
延縄（底）

うなぎかき ッポッケ うなぎつき
うなぎ

ひっかけ
スダテ

なまこ

ひっかけ
刺 網

（紺t40本）
延網(i平）

2

-
3
l
4
 
5

-
6
二／

＿
8

rtl-~ 4
J
l
k
^
 

夜 _
 

．
昼

問

＇ 
... 

Jill 

う
な
ぎ ．

．
 
,＇ 
9
9
 

9
で̀
3

ー

ー

．さ
よ
り

．（夜
間

ー

・

0

ー
―
2

9
＿
ー
—
ー
］

＇ 
底
に
し
ぐ
2
て
い
る
―つ
な
ざ

|
 

さ
よ
り
・
た
な
ご
•
こ
い
·
す
え
•
ね
う
し
お
お
が
い

ぽ

ら

そ

の

他

船
形
と
漁
場

イッケダナ

(I人乗り）

ジュヅコj'j

り

タナゾキ
(2人乗り）

1人あげる

他の1人一

柑こぐ

主として
タナヅキ

(I人乗り）

イッケダナ

(I人乗り）

竹付に人る

タナヅキ
（イッケダナ）

(2人乗り）

昼間ヤスで
突〈

イッケダナ
(IA乗り）
仰 lカーパ
イトをたさ
およいでい

るのをかけ

る

タナヅキ
(j人か

2人乗り）

イッケダナ
(j人）

タナヅキ

(2人）

夜、何回

もあげる

タナヅキ

イッケダナ
(I A.-2人）

餅はえびを
む〈
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▶
万
石
浦
宇
田
川

（「
オ
ガ
ワ
ッ
コ
」r
赤
堀
」
）
の
船
溜
り

祝
田
カ
キ
処
理
前
空
地

m
現
存
手
漕
船
（
和
船
）
・
・
・
調
査
ず
み
ー
艘

未
調
査
・
・
•
6
艘

調
査
ず
み
…
祝
田

7
1
f
、
阿
部
枯
氏
所
有

ダ
ン
ペ
（
シ
キ
長
20
尺
、
幅
5
尺
2
寸
5
分
、

深
さ
l
尺
9
寸
、
ハ
ン
タ
ナ
型
、

祝
田

75
↓
須
田
円
吉
大
工
、
昭

和
45
年
造
船
、

2
人
乗
り
、
種
ガ

キ
運
搬
船
）
（
岡

31
参
照
）

梨
木
畑

（
現
存
手
漕
船
（
和
船
）

：．］
艘

イ
ッ
ケ

ッ
コ
（
横
山
国
治
氏
所
有
、
梨
木
畑

24
の
1
)

注

：
船
型
そ
の
他
漁
種
な
ど
は
即

32
を

参
照
さ
れ
た
し
。

でじた

▼ カジカとり用背板と調節（流れの）竿

' 

i
 

◀
ナ
マ
コ
ト
リ
カ
ギ
と
ワ
カ
メ
キ
リ
ガ
マ`

 
四

調
査
結
果
か
ら

平
成
元
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
調
査
も
平
成
3

年
で
終
了
し
た
。
平
成
元
年

・
2
年
は
半
島
の

調
査
を
し
た
。
特
に
平
成
2
年
に
祝
田
の
阿
部

忠
雄
大
工
か
ら
江
の
島
サ

ソ
パ
の
造
船
に
つ
い

て
採
訪
、
そ
の
結
果
が
平
成
3
年
9
月
の
文
化

セ
ン
タ
ー
展
示
公
開
の
運
び
に
な
っ
た
。

平
成
3
年
は
北
上
川
‘
万
石
浦
の
現
存
手
漕

船
の
調
査
を
し
た
。
北
上
川、

万
石
浦
、
合
せ

て
現
存
の
船
（
調
査
ず
み
）
24
艘
と
予
想
に
反

し
て
多
か
っ
た
。
こ
れ
で
半
島
方
面
8
艘
と
合

せ
て
調
査
カ
ー
ド
郎
32
と
な
り
、

一
応
の
完
結

を
み
た
。
島
の
、
そ
し
て
浜
、
川
の
、
浦
の
漁

師
さ
ん
や
船
大
工
さ
ん
た
ち
、
多
忙
な
時
間
を

さ
い
て
調
査
に
応
じ
て
く
れ
、
唯
々
、
感
謝
あ

る
の
み
で
あ
る
。
今
後
も

r
足
踏
実
地
』
ー
司

馬
光
ー
の
精
神
で
各
種
伝
統
的
文
化
の
調
査
に

邁
進
し
た
い
と
思
う
。
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▲特徴•••風に廻されないように

シキの長さが長い

五

現

存

手

漕
船

調
査
地

石
巻
市
南
境
元
船
場
後
谷
3
番
地

本
船
種
の
地
方
名

ナ
ガ
シ
（
ナ
ガ
シ
プ
ネ
）

所
有
者

中

村

長

人

電

話

九

六

ー
九
一
五
三

寸

法

シ
キ
長
：
19
尺

2
寸

3
分

船
幅
：・

2
尺

8
寸

9
分

深
さ
９
寸
5
分

造
船
年
月

昭
和
40
年
代
（
昭
5
5
5
2
7
プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
を
か
け
る
）

登
録
番
号

如
↑
1827
（
宮
城
県
）

船
大
工

飯
野
川
方
面
の
大
工
（
出
張
し
て
き

て
つ
く
る
：
出
職
）

本
船
種
の
分
布
範
囲

北
上
町

・
翡
里

・

飯
野
川

・

鹿
又

•

石
巻
市
水
明
町

一
人
乗
り

晩
に

何
人
乗
り

漕

法

昔
手
こ
ぎ
（
ネ
リ
ガ
イ
を
使
用
）
。
船
外
機

を
と
り
つ
け
て
か
ら
漁
場
ま
で
船
外
機
を
用
い
‘

漁
の
操
業
に
ネ
リ
ガ
イ
を
用
い
る
。
櫓
な
し
。

使
用
漁
種
う
な
ぎ
・
鯉
•
な
ま
ず
・
・
・
延
縄

鮭
．．
 
流
し
網
（
現
在
や
ら
ず
）

漁
場
の
自
然
条
件

開
北
橋
よ
り
七
つ
石
ま
で

注
•
延
縄
は
旧
4
月
ー
旧
1
0
月
末
ま
で
、

No. 9 
2尺8寸9分（磁大幅）

王（第一マツラのある部分）
シプキヨケ シプキヨケ

8
寸

第一マツラ 第ニマツラ ヒラキ6寸

イマ （網や延縄をまいたり．あげるとき ．ネリガイで泡ぐとき用いる閻）

う
っ
て
、
朝
に
あ
げ
る
。

・
流
し
網
の
蛙
漁
は
、
旧
9
月
な
か
ば
よ
り
12

月
な
か
ば
ま
で
（
場
所
は
石
井
間
門
対
岸
）

…

現
在
や
っ
て
い
な
い
。

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成

3
年

6
月

30
日

平
成

4
年

2
月
20
日

主
材

杉

造
船
日
数

一
人
で

8
日

シ
キ
の
厚
さ

］
寸
5
分

タ
ナ
の
厚
さ

ー
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ
］
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

6
寸

No.10 

調
査
地

石
巻
市
南
境
元
船
楊
後
谷

3
番
地

本
船
種
の
地
方
名

ナ
ガ
シ

（ナ
ガ
シ
プ
ネ
）

所
有
者

中

村

長

人

電

話

九
六
ー
九
一
五
i

-

―

寸

法

シ
キ
投
…
18
尺
6
寸

船
幅
2
尺
（
マ
ツ
ラ
で
）

深
さ
…
5
寸
7
分
（
マ
ツ
ラ
で
）

造
船
年
月

昭
和
3738
年
頃
（
父
府

（さ
か
し
）

注
文
）

船
大
工

石
井
間
門
付
近
の
大
工

本
船
種
の
分
布
範
囲

飯
野
川

・
猟
又
↓
南
境
の
元
船
場

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

ネ
リ
ガ
イ
で
漕
ぐ

使
用
漁
種

流
し
網

（蛙
、
努）

延
縄
（
う
な
ぎ
・

鯉
•

な
ま
ず
）

漁
場
の
自
然
条
件

流

し

網
：
石
井
附
門
の
対
岸
の
砂
原
か
ら
下

、̀‘
.
さ深の
匈
所

の
る

所
ぁ

場
の

る

ラ

あ

分

ツ

の

7
 マ
ラ

さ
寸

ッ

深

5
(

ヶ

<

ヨ

な

キ

は

プ

方

。

シ

ノ

る

は

モ

い

リ

ト

て

ベ
リ
っ

コ

よ

な

（

＿

＿

1
-、ヽ

ナミヨケ（シプキヨケ）

1丈8尺6寸

ヒラキ？寸 ィマ マツラ リ＞ヽー

0
-
l

ー

ナフ

全長

只ヒラキ5寸
21尺

流
30
2い
(
r
石
巻
市
文
化
財
だ
よ
り
』

8
号
参
照
）

翡
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
4
年

2
月
20
日

主
材

杉

シ
キ
の
厚
さ

l
寸

5
分

タ
ナ
の
原
さ

l
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ

l
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

6
寸

7
寸
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▲石巻文化センター蔵

No.11 

調
査
地

石
巻
市
南
境
元
船
場
後
谷
5
2
T

本
船
種
の
地
方
名
ナ
ガ
シ
プ
ネ

（タ
ナ
ゾ
キ

2
枚
棚
）

所
有
者

三

浦

源

之

輔

電

話

九

六

ー

九

一
六
三

寸
法
シ
キ
長
：
・

18
尺
5
寸

船

幅

第

1
ミ
ヨ
シ
（
前
か
ら
）
マ

ツ
ラ
…
2
尺
9
寸

深
さ
…

（
最
大
）

1
尺

2
寸
5
分

（最
小
）
8
寸
5
分

船
大
工

大
街
道
の
大
工

本
船
種
の
分
布
範
囲

定
川
、
南
境
の
北
上
川

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法
船
外
機
に
入
る
前
は
ネ
リ
ガ
イ
と
竿
で

使
用
漁
種

鮭
の
ナ
ガ
シ
網
、
延
縄
、
う
な
ぎ

筒
、
う
な
ぎ
か
ぎ
、
な
ら
っ
ぱ

漁
場
の
自
然
条
件

七
つ
石
か
ら
開
北
橋
ま
で

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
3
年
7
月
2
日

平
成
4
年
2
月

20
日

主
材

杉

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

4
寸

8
寸

調
査
地

石
巻
市
字
水
押
27
の
2

（旧
袋
谷
地

-
（
い
つ
）
わ
く
）

本
船
種
の
地
方
名

イ
ッ
ケ
ダ
ナ

所
有
者

栗

原

寅

男

電

話

九

五
ー
五
三
七
九

寸

法

シ

キ
長
…
l
丈
2
尺
5
寸

船
幅
…
3
尺
2
寸
5
分

深
さ
…
9
寸
4
分

造

船

年

月

水
産
庁
の
船
が
石
巻
沖
で
ひ
ろ
っ

て
市
役
所
水
産
課
に
届
け
る
。
そ
れ
を
譲
渡

調

査

者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
3
年
6
月
30
日

平
成
4
年
2
月

8
日

主
材

杉

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

6
寸

7
寸

...石巻文化センター蔵

No.12 

二戸笠床：イ寸 三［ズ］
9寸4分

船バリ

No. 13 

調
査
地

石
巻
市
水
明
南
二
丁
目
9
ー

17

本
船
種
の
地
方
名

カ
ッ
コ
（
二
枚
棚
）

所
有
者

鈴

木

消

二
（
昭
2
4
2
2
3
生）

電

話

九

三
ー
五
八
八
五

寸

法

シ

キ

長

…

18
尺

船
幅
…
3
尺
7
寸
5
分

深
さ
…
l
尺
3
寸

造
船
年
月

昭
和
35
年
代
チ
リ
地
裟
津
波
後
、
及
川
守
（元

危
L
1
0
.
f
)

水
明
町
相
沢
造
船
所
で
つ
く
る
。

そ
の
後
及
川
守
よ
り
ゆ
ず
ら
れ
る
。

船
大
工

相
沢
永
太
郎
（
水
明
町
）
（
現
在
居

な
い
）

何
人
乗
り

一
人
か
二
人

漕

法

櫓
と
船
外
機

使
用
漁
種

川
漁
と
カ
レ
イ
曳

漁
場
の
自
然
条
件

川
：
住
吉
の
巻
石
（
ま
き
い
し
）
か
ら
七
つ
石

ま
で
海
…
河
口
で
カ
レ
イ
曳

及
川
守
（
消
二
）
談
：
櫓
：
イ
レ
ハ
ラ

（か
た

木
）
、
口

（櫓
）
杭

（グ
イ
）
も
か
た
木
を

用
い
て
い
た
が
、
1
5
年
前
イ
レ
ハ
ラ
の
か
わ
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cu 

18尺 二lヒラキ7寸
3尺7寸5分

I I I 

'P 
ぎう ぎぎう 投 L 延 漁
筒な かな 網 網 縄 法

．． 

閃人 人 人 人 人
か

'.::" 
乗

下 トア り
人 6 ドフプ

止リチ

半旧 旧旧 主 鮭 ずうか 雇4 10 2 と なじ
月 月月 し 愁 ぎか
I I I て

10 II 3 ポ な鯉
月 月月 ラ ま ・

No. 14 

り
に

「
オ
ー
フ
」
と
呼
ぶ
q
コ
状
の
金
具
、
杓

ぐ
い
は

d
マ
状
の
金
具
を
自
分
で
つ
く
っ
て
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
荒
い
波
（
海
）
で
上
げ

ら
れ
な
い
。
…
は
ず
れ
な
い
で
む
し
ろ
前
よ
り

漕
ぎ
易
い
。

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成

3
年
6
月

30
日

平
成

4
年
2
月
8
日

シ
キ
の
原
さ

］
寸
5
分

タ
ナ
の
厚
さ
］
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ

l
寸
5
分

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

7
寸

漕

法

昭
和
50
年
以
前
、
父
股
三
郎
の
時
代

は
櫓

・
櫂
。
今
は
船
外
機
と
櫓
。

漁
場
の
自

然

条

件

・

漁
業
権
住
吉
の
巻
石
か

8
寸

調

査

地

石

巻

市
水
明
南
一
丁
目

本
船
種
の
地
方
名

カ
ワ
プ
ネ
（
カ
ッ
コ
）

所

有

者

後

藤

窟

昭

（

昭

1210
ー
生
）

電

話

九

三
ー
五
五
七
七

寸

法

シ
キ
長
：・
18
尺

船

幅

：
4
尺
2
寸

深
さ
；：
l
尺
4
寸

造

船

年

月

昭

和

38
年

5
月
10
日

（
水
明
南
ト

炉

18
父
後
藤
脱
三
郎
よ
り
50
年
代
に
ゆ
ず
ら
れ

る）登
録
番
号

叩
↑
5
4
4
（
宮
城
県
）

船
大
工

普
七
造
船
所
（
湊
か
？）

本
船
種
の
分
布
範
囲

水
明
町
（
旧
袋
谷
地
）

ら
廂
又
の
手
前
の
七
つ
石
ま
で

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
3
年

6
月

30
日

平
成
4
年

2
月

8
日

主
材

杉
（
赤
杉
）

別
材

ミ
ヨ
シ

…

ケ
ヤ
キ

床
：
•

松

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（
角
度
）

8
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

7
寸
5
分

注
…
三
•
四
人
で
夏
期
、
地
曳
網
で
せ
っ
ぱ
・

お
お
が
い
を
と
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

カメ トモノマ

口
＂＂ 0

"＂＇ 

スキ (18尺）

ナカノマ ハリキリ
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調
査
地
石
巻
市
水
明
南
一
丁
目

本

船

種

の

地

方

名

カ

ッ
コ

所
有
者

広

田

良

男

（

牡

鹿

町

大

原

）

寸

法

シ
キ
長
…
18
尺

船
幅

4
尺

深
さ
…
l
尺
3
寸

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成

3
年

6
月

30
日

平
成
4
年

2
月

8
日

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

8
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

7
寸
5
分

ミヨシのヒラキ8寸

「

寸

3
 

分5
 

コ

？

ッ

キ

ヶ

ラ

[[[ 

No.16 

調
査
地

石
巻
市
水
明
南

一
丁
目

本
船
種
の
地
方
名

ナ
ガ
シ

所
有
者

北
上
追
波
漁
業
協
同
組
合
支
部
袋
谷

地
漁
業
共
同
組
合

寸

法

シ
キ
長
：
・18
尺
7
寸

船
幅
…
3
尺
（
イ
マ
）
（
最
大
）

2
尺
7
寸
（
ト
モ
）

深
さ
…
1
尺
l
寸
6
分
（
イ
マ
）
（
最
大
）

9
寸
（
ト
モ
）

造
船
年
月
鹿
又
の
漁
師
が
置

い
て
い
た
の
を

組
合
が
保
管

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成

3
年

6
月

30
日

平

成

4
年
2
月
8
日

主
材

杉

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

8
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

6
寸
5
分

シプキヨケ

.,..__三
; : ： : ,. ¥ ,. 

コペリ

、ヽ
,‘
 
.‘
 

｀
 

18尺7寸

イマ （網や廷縄をまいたり

カイ（ネリガイ）で漕ぐ部屋）

6寸5分

↓

J
'
 
モ卜（
 

二冒
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漁場の自然条件

石

．櫓ぐいは鉄具。

な 投 ぅ 刺 延 使
ら な 用
っ ぎ 漁
ば 網 筒 網 縄 法

つ、又、 寒ぽ う 鮭 鯉なま う i なぴ 鯉ら な
ずtぎ ぎ

ス-. "J- ス' 十 四 九 四 月
な 月 月 月
びぎぴ 月 I か か ＾ 旧
脊七四

か 十 ら ら 堕
ら

i 
十 十

I .. 
月 月士八五

万月月
月

No. 17 

ハリコ
シプキヨケ

調
査
地

石
巻
市
水
明
南

本
船
種
の
地
方
名

カ
ッ
コ

枚
棚
）

所
有
者

電

話

寸

法

（
ニ
ゲ
ン
棚
・
：
二

廣

田

道

良

（

昭

5
.12
.24
生）

九
六
ー
五
五
五
一

シ
キ
長
：
1
6
尺

5
寸

船
幅
・
・
・
4
尺
1
寸

深
さ
…
l
尺
2
寸
6
分

造
船
年
月

昭
和
35
年
3
月
1
6
日

登
録
番
号

叩
↑

5
4
5

船
大
工

相

沢

永

太

朗

本
船
種
の
分
布
範
囲
袋
谷
地

・
住
吉

何
人
乗
り

二
人
乗
り

漕

法

櫓

50
年
頃
よ
り
船
外
機
使
用

七
つ
石
l
住
吉
公
固
の
巻

主
材
別
材
ミ
ヨ
シ
：・
栗
ハ
リ
：
・
カ
シ

シ
キ
の
厚
さ

2
寸

タ
ナ
の
厚
さ

l
尺
2
寸
5
分

ト
ダ
テ
の
厚
さ

2
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（
角
度
）

8
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

7
寸
5
分

調
査
者

年
月
日

床
：．
杉
の
赤
板

鈴

木

束

行

平
成

3
年

6
月

30
日

平
成
4

年
2

月

•
8

日

2
1日

杉

16尺5寸
I 

ホドコ

1尺2寸6分

カメ

／戸
調
査
地

石
巻
市
水
明
南
一
丁
目
6
ー

35

本
船
種
の
地
方
名

カ
ッ
コ
（
二
枚
棚
）

所
有
者

佐

藤

一

雄

（

明

44
.10
.
17生）

電

話

九

五

I
O
七
0
八

寸

法

シ

キ

長

…
18
尺
5
寸

船
幅
…
4
尺
l
寸

深
さ
・・
・
1
尺
2
寸

造
船
年
月

昭
和
36
年
3
月
1
0
日

登
録
番
号

叩
↑
5
3
2

船
大
工

相
沢
永
太
朗
（
水
明
町
相
沢
造

船
）
こ
の
前
の
船
は
治
田
町
の
善
七
大
工
で

あ
っ
た

本
船
種
の
分
布
範
囲

石
巻
市
湊

•

袋
谷
地
（
水
明
町
）

何
人
乗
り

二
人
乗
り
（
親
と
子
）

漕

法

櫓
と
櫂
（
昭
和
50
年
に
船
外
機
を
入
れ
る
）

使
用
漁
種

延
縄
（
う
な
ぎ

·

な
ま
ず
・

鯉
•

お
お
が
い
）
、
流
網
（
鮭
）
、
刺
網
（
ま
す
）
、

サ
デ
網
（
旧
三
月
l
四
月
夜
ど
ぽ
し
て
白
魚
を

サ
デ
網
で
す
く
う
）
、
投
網
（
旧
12
月
末
よ
り

2
月
ま
で
二
歳
ぽ
ら
）
、
う
な
ぎ
か
き

漁
場
の
自
然
条
件

川
…
住
吉
公
園
（
巻
石
）

↓
石
井
附
門
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海
：
（
白
魚
す
く
い
）
門
脇
の
西
突
堤
の
右

ロ
ぐ
い
ぱ
ケ
ヤ
キ

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
3
年

6
月

30
日

平
成

4
年

2
月

20
日

主
材

杉

l
尺
x
2
2
尺
も
の
2
本

主
材

ミ
ヨ
シ
・・・
柑
床
（
け
や
き
）

船
ば
り
（
は
り
）

…

（
く
り
）

造
船
日
数

一
人
で

15
日

シ
キ
の
厚
さ

2
寸

タ
ナ
の
厚
さ

ー

寸
2
分

ト
ダ
テ
の
厚
さ

2
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

8
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

7
寸

5
分

No. 18 

フナバリ
ログイ
I 床

18尺5寸

ナカマ

Q 1尺2寸
トモ

調
査
地

石
巻
市
水
押
三

本
船
種
の
地
方
名

タ
ナ
ヅ
キ

所
有
者

鈴

木

浩

一

電

話

九

六

ー

六

一
八
五

寸

法

シ
キ
長
：
・15
尺

7
寸

船
幅
…
3
尺
9
寸
2
分

深
さ
…
l
尺
4
寸

何
人
乗
り

一
人
か
二
人

漕

法

櫓
と
船
外
機

使
用
漁
種

川
漁

漁
場
の
自
然
条
件

内
海
橋
の
下
か
ら
開
北
橋

の
上
ま
で

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
4
年
2
月

20
日

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（角
度
）

8
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

7
寸

No.19 

三・、
,.:, • 一，．

ヒラキ
8寸

15尺？寸

三イ
l ヒラキ
？寸

3尺9寸2分

こ1尺4寸
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調
査
地

石
巻
市
住
吉
町
二
丁
目
16
（
玉
木
造

船
化
工

KK)

本
船
種
の
地
方
名
ナ
ガ
シ

所

有

者

玉

木

吉

雄

電
話

ニ
ニ
ー
ニ
0
二
O

寸

法

シ
キ
長
…
18
尺
6
寸

船
幅
：
•

三
尺

深
さ
：・
九
寸
（
船
の
中
央
）

造
船
年
月

二
三
年
前
上
流
よ
り
流
れ
て
き
た
の
を
保
管
。

本
船
種
の
分
布
範
囲

鹿
又

・
元
船
楊

何
人
乗
り

一
人

漕

法

ネ

リ

櫂

使
用
漁
種
川
漁

調

査

者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
4
年
2i
月
8
日

主
材

杉

タ
ナ
の
厚
さ

l
寸
一

分

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

5
寸

8
寸

No. 20 

調
査
地
石
巻
市
住
吉
町
二
丁
目
16
（
玉
木
造

船
化
工

KK)

本
船
種
の
地
方
名
ダ
ン

ペ

所

有

者

玉

木

吉

雄

電
話

ニ
ニ
ー
ニ
0
二
O

寸

法

シ
キ
長
：

34
尺

船
幅
…
9
尺
6
寸
5
分

深
さ
…

3
尺
2
寸
5
分

造
船
年
月

昭
和
30
年
代

(40
年
代
玉
木
造
船

所
で
F
R
P
)
田
代
漁
協
よ
り
誼
渡

本
船
種
の
分
布
範
囲

牡
施
半
島
の
各
浜

何
人
乗
り

（
現
在
使
用
せ
ず
）

3
ー

4
人
、

30
年
代
1
5ー

16
人

漕

法
昭
和
20
年

代

櫓

2
丁
（
二
人
び
き
）
櫂
6
丁

昭
和
30
年
代
動
力
船
曳
航

使
用
漁
種

（
大
網
用
）
マ
グ
ロ
、
プ
リ
、
イ
ワ
シ
、
鯛

漁
場
の
自
然
条
件
田
代
島
西
岸

調

査

者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
4
年
2
月
8
日

主
材

杉

別
材

ミ
ヨ
シ

・
タ
ツ
・・・
ケ
ヤ
キ
、
ス
キ

・
マ

ツ
ラ
・
：
栗
か
ケ
ヤ
キ
‘
床
…
松

石
数

32
石

造
船
日
数
一
人
で
85
日

シ
キ
の
厚
さ

2
寸

タ
ナ
の
厚
さ
l
.
5
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ

2
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

7
寸

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

5
寸

注

：
30
年
代
の
ダ
ン
ペ
（
木
造
船
）
は
、
『
石

巻
市
文
化
財
だ
よ
り
』

20
号
手
漕
ぎ
船
調
査
報

告
②
掲
載
の
他

8
参
照

No.21 

↑
 
゜

ぃ
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調
査
地

石
巻
市
雲
雀
野
一
丁
目
1
1
ー
4

日
本
水
難
救
済
会
宮
城
支
部
石
巻
救
難
所

本
船
種
の
地
方
名

イ

ッ
ケ
ダ
ナ
、
サ

ッ
バ

所
有
者

宍

戸

米

男

電

話

九
五
ー

0
ニ
―
六

寸

法

シ
キ
長
・:23
尺

船
輻
・
・
・
4
尺
5
寸

シ
キ
幅
3
尺
4
寸

深

さ
：
］
尺
7
寸

造
船
年
月
昭
和
46
年
3
月
5
日

登
録
番
号

叩
↑
2
0
2
2
1

船
大
工

大

友

俊

雄

（

涌

谷

町

）

本
船
種
の
分
布
範
囲
迫
川

・
北
上
川

何
人
乗
り

三
1
四
人

漕
法

櫓
•
櫂
と
船
外
機

使
用
漁
種

地
曳
網

（
お
お
が
い
、
せ
っ
ぱ
…

年
中
）
、
刺
網

（（最
近
）
し
ゃ

こ
）

漁
場
の
自
然
条
件

長
浜
ー
河
ロ
ー
大
曲

（
遠
浅
で
砂
底
）

…
地
曳
網

ひ
ば
り
の
海
岸
の
沖
（
最
近
）
…

し
ゃ
こ
え
ぴ

•

地
曳
網
：・

ぼ
ら
（
旧
の

3
、
4
月）

｛
せ
っ
ば

No.22 

トモノマ

且
1: : し
’’ ’’ ,_ ""'' 

シキ 板子 （たて） ハリ

しJごコリベリ

トミタ石 ミ 別主年 調
ダ ヨ ナ数ヨ材材月査
テシの シ 日者
のの厚 3 : 杉
ヒヒさ 石栗 平鈴
ララ 成 -
キキ］ フ 4 木白すぼ 白
＾ 寸ナ 年魚ずら魚
3角 8 パ 2束のき＾ の
寸 度 分リ 月親＾船子
ヽ

: 8行＾旧溜 ＾ 
ケ 日旧 710 : 旧

のャ . 9'月. 一、
キ 30 '8 網 7

日 10月は ‘
月-小 8

月
、-・

7
寸

床
：
杉

No. 23 

調

査

地

石

巻
市
万
石
町
1
1
の
3
3

本
船
種
の
地
方
名
ダ
ン
ペ
（
半
棚
）

所
有
者

橋

浦

広

蔵

電

話

二

四

ー
ニ
八

0
七

寸

法

シ
キ
長
…
20
尺

船
幅
・
・
・
5
尺
4
寸

深
さ
…
l
尺
8
寸

造
船
年
月

昭
和
4
8
年
頃

船

大

工

祝

田
の
阿
部
忠
雄

師
匠
の
住
所

父
の
忠
之
丞

本
船
種
の
分
布
範
囲

万
石
浦

何
人
乗
り

一
人
か

（二
人
）

漕

法

船
外
機

使
用
漁
種

カ
キ
つ
み
運
搬
船
（
種
ガ
キ
用
）

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
浦

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
4
年
2
月

8
.
10
日

主
材

杉

コベリ

← 
:、、：： : ：： : :, ,, fl 
マー一.. : : ,, ::---------
'"― 

マルコベリ

'I ;:,_ ____ ,; しーニ
20尺

コベリ

1尺8寸

別

材

ミ

ヨ

シ
、

マ
ヅ
ラ
（
曲
材
）
け
や
き

石
数

4
石
半

造
船
日
数

一
人
で
23
日

シ
キ
の
厚
さ

2
寸

タ
ナ
の
厚
さ

上
棚
…
1
寸
］
分

中
棚
：

i
寸
1
分

ト
ダ
テ
の
原
さ
2
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

6
寸

7
寸
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調
査
地

石
巻
市
塩
窟
町
宇
田
川
（
「
オ
ガ
ワ
ッ

コ
」
）
船
溜

本
船
種
の
地
方
名

ダ
ン
ペ

（タ
ナ
ヅ
キ
）

所
有
者

佐

藤

源

寿

所
有
者
住
所

三
和
町
8
ー
15

電

話

二
四
ー

0
五
四
〇

寸

法

｀
ン
キ
艮
：
20
尺

船
幅
…

5
尺
4
寸

深
さ
…
2
尺

造
船
年
月

昭
和
38
年
頃

船
大
工
渡
波
松
原
町
28
遠
藤
四
一
二
男
↓

（
息
子
孝
）

師
匠
の
住
所

石
巻
市
侍
浜
↓
祝
田
杉
浦
利
惣
兵
衛

本
船
種
の
分
布
範
囲

田
代
島

・
万
石
浦

何
人
乗
り

三
1
四
人

漕

法

櫓

船

外

機

使
用
漁
種
の
り
つ
み
、
か
き
と
り
、
種
ガ
キ
運
搬

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
浦
↓
長
浜

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
4
年

2
月
20
日

No. 24 

カンヌキ
丸コヘリ
I 

コベリ

ii 

マツラ

i: !l ii 
20尺

フナバリ

主
材

杉

シ
キ
の
厚
さ

2
寸

タ
ナ
の
厚
さ

1
.
5
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ

2
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

5
寸

7
寸

2尺

▲カナオをつんでアサ

リとり用船にかわる。

竿で支えて海底にいる

アサリをくまで絹でか

きあげサデでとる。こ

れをカナオシと言う。

No. 25 

尺

「
ヤ
り
d
"
-

-8
 

• 

調
査
地

石
巻
市
塩
邸
町
宇
田
川
（
「
オ
ガ
ワ
ッ

コ
」
）
船
溜
り

所
有
者

菊

地

衛

三

郎

（

兄

昭

3
生）

弟

中

八

（

昭

8
.2
.
16
生
）

所
有
者
住
所

塩
窟
町
一
丁
目

3
の
］

電

話

二
四
ー
一

九
四

0

寸

法

シ
キ
長
：
18
尺

船
幅
・
・
・
4
尺
3
寸
（
第
2
マ
ツ
ラ
）

深
さ
…
l
尺

4
寸

（第

3
マ
ツ
ラ
）

l
尺

5
寸

（第
1
マ
ツ
ラ
）

造
船
年
月

20
年
中
古
で
買
っ
た
。

何
人
乗
り

二
人
乗
り

漕

法

船
外
機

使
用
漁
種
の
り
つ
み
運
搬

・
ア
サ
リ
か
き
船

漁
場
の
自
然
条
件

・
の
り
つ
み
運
搬
・
・
・
も
と
は
、
ヤ
ン
マ
ー
6
馬

カ
の
発
動
機
で
小
和
船
を
曳
き
の
り
つ
み
を
し

て
い
た
が
、
か
か
り
が
悪
い
の
で

20
年
前
か
ら

船
外
機
を
つ
け
た
こ
の
船
に
し
た
。
昭
和
33
年

に
祝
田
の
阿
部
忠
雄
大
工
に
丈
3
の
小
和
船
を

つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
船
が
本
船
と
し
て

（
の
り
つ
み
機
械
を
つ
み
）
小
和
船
（
イ
ッ
ケ

ダ
ナ
）

を
引
ば
っ
て
の
り
筏
ま
で
い
き
、
本
船

か
ら
の
り
か
い
て
台
の
問
を
め
ぐ
り
な
が
ら
小

二
ト4尺3寸i
こコーコベリ

1尺4寸

船
で
の
り
つ
み
を
し
た
。
本
船
に
う
つ

し
て

引
っ
ぱ
っ
て
も
ら
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
種
ガ
キ

運
搬
に
な
る
が
種
ガ
キ
は
や
ら
な
か
っ
た
。
の

り

つ
み
は
万
石
浦
、
長
浜
沖
。

•

兄
は
山
仕
事
が
な
い
時
は
佐
須
の
浜
防
波
堤

前
の
外
洋
で
カ
ナ
オ
シ
（
く
ま
で
網
で
海
底
を

か
い
て
と
る
。
）
し
て
ア
サ
リ
を
と
る
。

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成

3
年
6
月
10
日

平
成
4
年
2
月

8
日

主
材

杉

別
材

ミ
ヨ
シ
…
け
や
き

マ
ヅ
ラ
・
・
・
松
　
床
…
け
や
き

シ
キ
の
厚
さ

l
寸

5
分

タ
ナ
の
厚
さ

l
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ

ー
寸
5
分

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

6
寸

8

j

 

-‘
 



石 巻 市 文 化 財 だ よ り (1$ 

No.26 

ナ
マ
コ
と
り
が
主
で
あ
る

調
査
地
石
巻
市
万
石
町

本
船
種
の
地
方
名
イ
ッ
ケ
ダ
ナ

所
有
者

橋

浦

広

蔵

（

大

9
.3
.
30
生）

所
有
者
住
所

万
石
町
11
の
33

電

話

二

四

ー

ニ

八

0
七

寸

法

シ
キ
長
：
l
丈
3
尺
6
寸

船
幅
：
•
3

尺
6

寸
5

分

深
さ
：
．
0
．
9
尺

造

船

年

月

昭

和

60
年

船
大
工

須

田

円

吉

（

祝

田

75
ー
9
)

本
船
種
の
分
布
範
囲

佐
須
の
浜

・
祝
田
浜

・
万
石
浦
の
各
浜
（
特
に

佐
須
の
浜
で
は
多
く
用
い
ら
れ
た
）

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法櫓
と
船
外
機
（
特
に
こ
れ
が
主
で
あ
る
）

使
用
漁
種

カ
ジ
カ
釣
り
、

＼ 二
I 三シキ

(1丈3尺6寸）
I 

三

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
浦

か
じ
か
（
は
ぜ
）
は
旧

8
月
1
1
2
月
ま
で

な
ま
こ
ひ
っ
か
け
は
旧
暦
9
月
1
12
月
ま
で

調

査

者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
3
年
6
月
20
日

平
成
4
年
2
月
21
日

主
材

杉

別
材

ミ
ヨ
シ
…
桧
床
：．
格

シ
キ
の
厚
さ
ー
寸
2
分

タ
ナ
の
厚
さ
ー
寸

ト
ダ
テ
の
厚

さ

ー

寸

2
分

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ
（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

4
寸

7
寸

No.27 

調
査
地

石
巻
市
塩
訂
町
宇
田
川
（
「
オ
ガ
ワ
ッ

コ
」
）
船
溜
り

本
船
種
の
地
方
名

「
イ
ッ
ケ
ッ
コ
」

所

有

者

菊

地

窟

士
夫

所
有
者
住
所
塩
詔
町

一
丁
目
4

電

話

二
四
ー
一
九
五
四

寸

法

シ

キ

長

…

1
丈
2
尺

5
寸

船
幅
・
・
・
3
尺
4
寸

深
さ
：

i
尺
1
寸
7
分

造
船
年
月

内
海
茂
（
念
仏
祖
41
ー
1
)
が
塩

薙
の
赤
間
コ
ウ
ジ
よ
り
五
六
年
前
、

3
艘
（
ノ

リ
ッ
ミ
船
）
を
買
っ
て
き
た
の
の
ー
艘
°

本
船
種
の
分
布
範
囲

塩
砥
松
島
方
面
（
ノ
リ
ト
リ
船
）

↓
万
石
淵

何
人
乗
り

一
人
乗
り

使
用
漁
種

ナ
マ
コ
と
り

＇
ワ
カ
メ
と
り

・

カ
ジ
カ
釣
り
（
ジ
（
ズ
）
ヅ
コ
釣
り
）

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
浦

・
ナ
マ
コ
と
り
…
11
月、

12
月
ガ
ラ
ス
（
箱
メ

ガ
ネ
）
で
水
底
を
の
ぞ
き
、
「
ヤ
ス
で
ハ
ル
」

（
竹
竿
で
押
す
）

こ
と
を
し
な
が
ら
、
ナ
マ
コ

ト
リ
カ
ギ
で
ひ
っ
か
き
あ
げ
る
。

ミヨシ
カメノマ

:r--r--:: 

マツラ

ヒラキ

3寸5分
コベリ I 
一床

トダテ
トモノマ

分7
 

リ

寸
．
 

尺

ゥァ

リ

ナ

べ

タ
コ

・
ワ
カ
メ
と
り
：
春
4
月
、
5
月
（
新
暦
）
に

竿
（
柄
）
の
長
さ
一
緑
か
ら
三
尋
の
ワ
カ
メ
キ

リ
カ
マ
を
二
三
本
用
意
し
、
深
さ
に
応
じ
て
竿

を
選
び
、
箱
メ
ガ
ネ
を
の
ぞ
き
な
が
ら
刈
り
取

り
あ
げ
る
。

•
カ
ジ
カ
釣
り
…
新
暦
9
月
、
1
0
月
背
あ
て
板

で
竹
竿
を
背
負
い
竿
の
先
に
流
さ
れ
な
い
よ
う

に
お
も
り
や
節
に
穴
を
あ
け
砂
を
入
れ
る
。
風

や
流
れ
の
速
さ
に
応
じ
て
背
あ
て
板
を
強
弱
に

背
中
で
押
し
、
調
節
す
る
。
ミ
ミ
ズ
や
ゴ
カ
イ

で
ジ
ヅ
コ
（
数
珠
）
を
つ
く
り
オ
モ
リ
を
つ
け

竿
2
本
で
釣
る
。

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
4
年
2
月
14
日

主
材

杉

別

材

ミ

ヨ
シ
・
・・
け
や
き

マ
ツ
ラ
…
け
や
き

シ
キ
の
厚
さ

］
寸

タ
ナ
の
厚
さ

0
.
9
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ
ー
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（角
度
）

7
寸
5
分

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

3
寸
5
分
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調
査
地
石
巻
市
塩
邸
町
宇
田
川
（「
オ
ガ
ワ
ッ

コ」
）
船
溜
り

本
船
種
の
地
方
名

イ
ッ
ケ
ッ
ダ
ナ
（
「
ジ
ョ
サ
ン
コ
」
）

所
有
者

菊

地

徳

授

所
有
者
住
所

塩

窃

町

一

丁

目

4
ー
35

電

話

二
四
ー
一
八
三
七

寸

法

シ
キ
長
：
l
丈

3
尺
（
「
ジ
ョ
ウ
サ
ン
」
）

船

幅

…

3
尺
3
寸

深

さ

…

l
尺

2
寸

造
船
年
月

内
海
茂

（念
仏
壇
41
ー

1
)
が
塩

瑚
の
赤
間
コ
ウ
ジ
よ
り
五
六
年
前

（菊
地
窃
士

夫
•

菊
地
徳
授
用
）
3

艘
（
ノ
リ
ツ
ミ
船
）
を

買
っ
て
き
た
。

本
船
種
の
分
布
範
囲

塩
踊
松
島
方
面

（の
ノ
リ
ト
リ
用
船
）

こ
の
種
の
ノ
リ
ト
リ
船
は
、
大
正
末
か
ら
昭

和
は
じ
め
、
東
京
湾
の
大
森
の
川
船

（
ノ
リ
ト

マツラ

上

コベリ lカンヌキ
床

it 
：：：ラキ？寸

ハリキリ

ナマ

リ
船
）
に
影
響
を
う
け
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

（従
殖
の
普
及
）
、
伝
統
的

（
三
睦
）
の
和
船
と

は
い

い
が
た
い
。
（
三
崎
一
夫
氏
談
）

何
人
乗
り

一
人
乗
り

漕

法

船
外
機

使
用
漁
種

ナ

マ
コ、

ワ
カ
メ

‘

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
浦

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成

3
年

6
月

20
日

平
成

4
年

2
月
15
日

主
材

杉

別
材

杉

シ
キ
の
厚
さ

ー
寸
5
分

タ
ナ
の
厚
さ

ー
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ

2
分

こt
 
っあがテ力ヤはとも

二
[

[
I

カ
ジ
カ
釣
り

調
査
地

石
巻
市
塩
甜
町
宇
田
川
（
「
オ
ガ

ワ
ッ

コ
」
）
船
溜
り

本
船
種
の
地
方
名

イ

ッ
ケ

ッ
ダ
ナ
（
「
ジ
ョ
サ
ン

コ
L
)

所
有
者

内

海

茂

所
有
者
住
所

念

仏

境

41
ー
］

電

話

二
四
ー
一

三
五
八

寸

法

シ
キ
長
：
］
丈
3
尺

船
幅
：
3
尺
3
寸

深

き

：
］
尺

2
寸

造
船
年
月

五
六
年
前
、
塩
確
の
赤
間
コ
ウ
ジ
よ
り
購
入
。

塩
瑚
で
は
ノ
リ
ツ
ミ
船
で
あ
っ
た
。

本
船
種
の
分
布
範
囲

塩
踊
松
島
方
面

(
r
ノ
リ
ト
リ
プ
ネ
」
）

何
人
乗
り

一
人
乗
り

◀
現
在
は
写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
宇
田
川
対
岸

の
沖
六
勺
の
遠
藤
鉄
工
所
の
前
に
あ
るi

 

No.29 

ヒこラ

仔
’

tッマ

マナ
4
干ー

3尺3寸

qJ 6
寸

床
…
け
や
き

漕

法

船
外
機

使
用
漁
種

ナ
マ
コ

、
ワ
カ
メ
、
カ
ジ
カ
釣
り

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
捕

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成

3
年

6
月
30
日

平
成
4
年

2
月

10
日

杉

主
材
別
材
ミ
ヨ
シ
…
杉

マ

ツ

ラ

・：
松

シ
キ
の
厚
さ

l
寸

タ
ナ
の
厚
さ

8
分

ト
ダ
テ
の
厚
さ

l
寸

5
分

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

4
寸

カメノマ
トモノマ

丈3, 尺ニゴキ4寸
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調
査
地
石
巻
市
沖
六
勺
遠
藤
鉄
工
所
前
の
船
溜
り

本
船
種
の
地
方
名

イ
ッ
ケ
ッ
コ

所
有
者

内

海

茂

電

話

二
四
ー
一
三
五
八

寸

法

シ
キ
長
…
l
丈
l
尺

船
幅
：
3
尺
3
寸

深
さ
：

i
尺
1
寸

造
船
年
月

20
年
前
尾
浦
よ
り
購
入
。

本
船
種
の
分
布
範
囲

女
川
町
尾
浦
↓
万
石
浦

何
人
乗
り

一
人
乗
り

No. 30 

3尺3寸

I 

漕

法

櫓
と
船
外
機

使
用
漁
種

ナ
マ
コ
と
り
、
ワ
カ
メ
と
り

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
浦

調
査
者

鈴

木

東

行

年
月
日

平
成
4
年
2
月
15
日

主
材

杉

シ
キ
の
厚
さ

］
寸
2
分

タ
ナ
の
厚
さ

］
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（角
度
）

7
寸
5
分

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

6
寸
53
分

No.31 

こ
コペリ

丸コベリ

1尺9寸

調
査
地石
巻
市
祝
田
77

カ
キ
処
理
場
前
空
地

本
船
種
の
地
方
名

ダ
ン
ペ
（
ハ
ン
タ
ナ
）

所
有
者

阿

部

籾

所
有
者
住
所

祝
田
71
ー
5

寸
法
シ
キ
長
・
・
・
2
0
尺

船
幅
…
5
尺
2
寸
5
分

深
さ
…
l
尺

9
寸

造
船
年
月

昭
和
45
年

船
大
工

須
田
円
吉
（
祝
田
75
ー
9
)

本
船
種
の
分
布
範
囲

万
石
浦

何
人
乗
り

二
人

（
父
昇
が
投
殖
と
小
漁）

漕

法

櫓
と
船
外
機

使
用
漁
種
種
か
き
運
搬
船

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
浦

祝
田
の
船
大
工

阿
部
忠
雄
↓
善
雄

須
田
円
吉
（
死
亡
）

↓
円

一

(F
R
P
船）

丸コベリ

冥ヒラキ8寸： ―-スキ (20尺）

リペーコ

三、ヒラキ5寸

菊
田
喜
代
助
（
死
亡
）

佐
藤
勝
八
郎
ー
弟
の
文
三
郎
＋
（
阿
部
秀
男
）

杉
浦
利
惣
兵
衛

（死
亡）

阿
部
亀
治
（
死
亡
）

阿
部
音
＋
（
石
巻
の
造
船
所
）

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
4
年
2
月
5
日

・
20
日

主

材

杉

別
材

マ
ツ
ラ
・・・
松

シ
キ
の
厚
さ

2
寸

タ
ナ
の
厚
さ

上
棚
（
う
わ
だ
な
）
・
：
1
尺
2
寸

下
棚
（
し
た
だ
な
）
…
2
寸

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（角
度
）

8
寸
（
祝
田
は
メ
ヨ
ゥ
シ
ン
と
も
言
う）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

5
寸
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二---→ ． . -ニ ーコ..

調
査
地

石
巻
市
梨
木
畑
24
1
1

本
船
種
の
地
方
名

イ
ッ
ケ
ッ
コ

所
有
者

横

山

国

明

（

大

正

141016
生）

電

話

二
四
ー
ニ

0
三
六

寸

法

シ
キ
長
…
l
丈
3
尺

船

幅

：
3
尺

深

さ

：
l
尺

造
船
年
月
昭
和
30
年
代
（
チ
リ
津
波
の
前
）

登
録
番
号

叩
↑
5
4
4

船
大
工

菊

田

沼

代

助

本
船
種
の
分
布
範
囲

万
石
浦

何
人
乗
り

一
人

漕

法

櫓
↓
船
外
機

使
用
漁
種

ナ
マ
コ
ト
リ
（
新
11
月
1

3
月
末
）

No. 32 

ノ：キ

tj? 

ワ
カ
メ
ト
リ
（
春
3
.
4
月）

ア
サ
リ
ト
リ

(
2
.
3
月）

…
向
い
の
瀬
で
と

る
。
カ
ジ
カ
と
り
は
や
ら
な
い
。

漁
場
の
自
然
条
件

万
石
浦

調
査
者

鈴

木

束

行

年
月
日

平
成
4
年

2
月
10
日

主
材

杉

別
材

床

：
松

シ
キ
の
厚
さ

l
寸
2
外

タ
ナ
の
厚
さ

l
寸

ト
ダ
テ
の
厚
さ

1
寸
2
分

ミ
ヨ
シ
の
ヒ
ラ
キ

（
角
度
）

ト
ダ
テ
の
ヒ
ラ
キ

4
寸

7
寸

注
・・
・
平
成
元
年
に
調
査
し
た
折
浜
の
平
塚
子
之

吉
所
有
の
イ
ッ
ケ
ッ
コ
（
シ
キ

13
尺
）
を

平
成
四
年
に
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵

し
た
。
ま
た
、
万
石
町
の
橋
浦
広
蔵

・
祝
田
の

―
―
 3
 

g
 

阿
部
謀
所
有
の
消
の
ダ
ン
ペ

h
の
ダ
ン

ペ
（
ハ
ン
タ
ナ
）
も
平
成
五
年
に
収
蔵
予

定
。
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nヽ
，． , .. 一 ,e', 

..... 

平
成
四
年
度

垂
水
囲
貝
塚
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

” 
100 m 、IX) IO()m 

第2図 垂水囲貝塚位置図

一
、

調

査

実

【逍
跡
所
在
地
】

石
巻
市
垂
水
町
二
丁
目
公
園
地
内

【調
査
対
象
面
積
】

二
九
二
七
，m

【調
査
期
間
】

平
成
四
年
八
月
―

-
0日

l
九
月
三
0
日

[調
査
主
体
】

石
巻
市
教
育
委
員
会

[調
査
担
当
者
l

石
巻
市
教
脊
委
貝
会

社
会
教
脊
課
文
化
係
学
芸
且

木

姪

亮

【調
究
参
加
者
】

穀

田

吉

夫

佐

藤

｀

心

一

勝

又

正

男

化

山

美

代

子

秋

沢

ち

よ

子

西

條

芳

子

目
黒
た
み
子

二
、
調

査

の

概

要

垂
水
囲
貝
塚
は
、
万
石
浦
西
岸
の

自
然
堤
防
上
に
位
骰
し
て
お
り
、
標

高
は
一
．
四

m
を
測
る
。

調
査
は
、
垂
水
町
二
丁
目
公
園
地

内
の
遊
具
設
骰
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財

調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
、
公
園
の
外

郭
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
合
計
5
つ
の

ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
掘
削
す
る
に

至
っ
た
。

西
側

(
W
)
ト
レ
ン
チ
①
l
③
に

お
い
て
は
、
重
機
に
よ
り
二
．
五

m

程
掘
り
下
げ
た
地
点
で
湧
水
が
認
め

ら
れ
、
逍
物
、
追
構
等
は
全
く
検
出

さ
れ
な
か
っ
た
。

束
側

(
E
)
ト
レ
ン
チ
で
は
、
地

施

要

綱

at I青 r， グ リ ., ド 計

’’ 
飢 り） り 合 Iii 
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表
下
一

．

l
m
程
で
地
山
に
到
っ
た
。
逍
物
は
、

土
師
器
破
片
が
若
干
出
土
し
た
が
、
批
乱
陪
か

ら
の
出
土
で
あ
り
、
そ
の
焔
屎
は
判
然
と
し
な

い
。
逍
構
に
つ
い
て
は
溝
状
遺
構
を

一
条
検
出

し
た
が
、
逍
物
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
時
期
は

不
明
で
あ
る
。
ま
た
、

E
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
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第5図 垂水囲貝塚出土遺物
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周-l= ,a 
査 区 全 景

も
ほ
ぼ
全
而
に
わ
た
っ
て
湧
水
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
北
側

(
N
)
ト
レ
ン
チ
で
は
―
二
条
の
溝
状

遺
構
と
二
基
の
土
坑
を
検
出
し
た
（
表

・
第
3

固
参
照
）
。

瑣
物
に
つ
い
て
は
、
包
含
陪
お
よ
ぴ
第
一

1

三
、
一
ニ
号
溝
よ
り
表
杉
ノ
入
式
と
考
え
ら
れ

る
土
師
器
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
第

―
二
号
溝
を
除
い
た
遺
構
の
覆
士
堆
積
状
況
は

類
似
し
た
部
分
が
多
い
た
め
、

N
ト
レ
ン
チ
内

に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
逍
構
に
つ
い
て
は
、
時

期
的
に
大
き
な
差
異
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一

I
-
―
号
溝
の
形
態
は
、
断
而
形
が
逆

台
形
を
呈
し
、
覆
土
中
お
よ
ぴ
底
面
に
硬
質
な

部
分
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
包
含
層
と
地
山
は

シ
ル
ト
も
し
く
は
砂
で
構
成
さ
れ
、
遺
構
の
大

部
分
が
後
世
の
樅
乱
（
畝
）
を
受
け
て
い
る
た

め
残
存
状
態
は
極
め
て
悪
い
。

第
ー
ニ
号
溝
は
今
回
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
中

で
最
も
大
き
な
規
校
を
有
す
る
も
の
で
、
覆
土

を
約
五

O
cm掘
削
し
た
時
点
で
粁
灰
色
還
元
性

シ
ル
ト
層
よ
り
大
E

加
の
涌
水
が
認
め
ら
れ
た
。

三
、
出
土
遺
物
に
つ
い
て

（
第
4
図
）

今
回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
姐
物
の
時
期
は

奈
良
時
代
ー
平
安
時
代
に
わ
た
っ
て
い
る
。

第
4
図
①
は
弥
生
土
器
破
片
で
あ
る
。
口
唇

部
及
び
口
唇
直
下
に
横
位
に
押
圧
縄
文
(R
L
)

が
施
さ
れ
、
そ
の
下
に
細
か
い
縄
文

(
R
L
)

が
施
文
さ
れ
て
い
る
。
器
形
は
不
明
で
あ
る
が
、

l
l
}
 

塩
釜
市
崎
山
囲
洞
窟
の
貝
陪
出
土
土
器
に
類
似

の
文
様
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。
時
期
的
に
は
、

(
2
-

天
王
山
式
期
に
位
覇
つ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
。②
は
表
面
採
梨

tt科
で
あ
り
、
今
回
の
閣
査

で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
以
前
に
当
調

査
区
の
西
側
の
畑
か
ら
採
梨
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
縄
文

(
R
L
)
を
地
文
と
す
る
破
片
で
、

包
含
層
出
土
で
あ
る
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る

が
、
弥
生
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
南
小
泉
式
と
考
え
ら
れ
る
窃
杯
の
脚
部

破
片
で
あ
る
。

④
は
表
杉
ノ
入
式
と
考
え
ら
れ
る
口
緑
部
破

片
で
あ
る
。
表
杉
ノ
入
式
は
当
遺
跡
で
は
最
も

多
く
出
土
し
て
お
り
、
溝
内

の
出
土
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
溝
状
遺
構
は
該
期
に

位
骰
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
土
器
片
は
、
表
杉

ノ
入
式
が
大
勢
を
占
め
る
が
、
調
査
区
北
西
約

1
0
0
 mに
位
骰
す
る
垂
水
岩
陰
か
ら
は
蕨
手

-
3
-

刀
が
出
土
し
、
そ
こ
か
ら
当
調
究
区
に
到
る
地

域

（畑
地
）
か
ら
は
縄
文
ー
中
世
に
か
け
て
の

一4
-

土
器
の
散
布
が
認
め
ら
れ
る
。

四

、

ま

と

め

今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
逍
跡
は
、
北
側
が
裔
く
、
南
側
に
向
か
っ
て

緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
。
調
査
区
南
側
に

は
湖
水
が
認
め
ら
れ
る
。

②
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
時
期
は
出
士
迎
物
よ
り

表
杉
ノ
入
式
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
今
回
の
調
木
且
で
発
見
で
き
た
の
は
、
溝
や
土

坑
の
み
で
あ
っ
た
が
、
遺
跡
周
辺
に
集
落
等

が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
調
査
地
点
よ
り
さ

ら
に
北
側
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

注
(1
)
伊
藤
玄
一
―
―
―

九
八
七
「
弥
生
時

代
綺
山
囲
洞
窟
」

『
宮
城
縣
史
』

34

衣
科
茄

0

宮
城
縣
史
刊
行
會

(2
)
宮
城
県
教
脊
庁
文
化
財
保
護
課
藤
沼

邦
彦
氏
を
通
じ
て
、
束
北
大
学
文
学

部
教
授
須
藤
隆
氏
の
御
教
示
を
受
け

こ
°
t
 

(3
)
宮
城
県
石
巻
高
等
学
校
教
諭
三
宅
宗

謡
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
他
に
奈
良
時

代
の
須
恵
器
長
頚
壺
や
骨
片
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー
学
芸
係
長
中
村

光
一
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
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調査地点位置図

平
成
四
年
度

新
金
沼
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

佐

藤

心

一

亀
山
美
代
子

-
｀
翡

査

実

【遺
跡
所
在
地
】

石
巻
市
蛇
田
字
五
粁
屋
敷
地
内

【調
査
対
象
面
積
】

三
五

0
0,m
 

【調
査
期
間
】

平
成
四
年
一

0
月

一
日

!
-

―
月
二
日

【調
査
主
体
】

石
巻
市
教
脊
委
且
会

【調
査
担
当
者
】

石
巻
市
教
脊
委
貝
会

社
会
教
脊
課
文
化
係
学
芸
貝

木

牲

亮

【調
査
参
加
者
】

殺

田

吉

夫

勝

又

正

男

秋
沢
ち
よ
子

二
、
詞

査

の

概

要

調
査
は
、
前
年
度
と
同
様
、
仙
台
湾
高
規
格

道
路
建
設
に
か
か
る
ア
ク
セ
ス
追
（
主
要
県
迫

石
巻
鹿
島
台
大
衡
線
）
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化

財
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。

調
査
区
に
附
束
か
ら
北
西
に
二
本
の
ト
レ
ン

チ
を
眩
定
し
、
旗
横
に
よ
る
姐
削
を
行
っ
た
結

果
、
地
表
下
約
五
O
c
m
i
-
m
で
地
山
に
至
り
、

一
部
に
は
湧
水
も
認
め
ら
れ
た
。

逍
物
、
遺
構
等
は
全
く
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

施

要

綱

調査地点 （南東から） 調査地点 （南から）
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石
巻
市
教
育
委
貝
会
で
は
、
平
成
四
年
六
月

一
日
付
け
で
、
渡
波
塩
田
つ
ぽ
打
ち
唄
を
石
巻

市
指
定
文
化
財

（民
俗
文
化
財
）
に
指
定
し
ま

し
た
。

こ
れ
で
市
指
定
文
化
財
は
二
十
二
件
と

な
り
ま
し
た
。

種

別
民
俗
文
化
財

名

称
渡
波
塩
田
つ
ぽ
打
ち
唄

保

持

者渡
波
塩
田
つ
ぽ
打
ち
唄
保
存
会

会

長

阿

部

亀

雄

他

会

貝

十

七

名

所

在

地石
巻
市
流
留
字
赤
坂
前
七
番
地
の
一

指
定
年
月
日

平

成

4
年
6
月
1
日

指
定
の
理
由

こ
の
唄
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
一
二
十
四
年

ま
で
続
い
た
渡
波
流
留
塩
田
の
作
業
唄
と
し
て

歌
い
続
け
ら
れ
、
「
伊
勢
音
頭
」
が
変
容
し
た
「
土

突
き
唄
」
の
曲
調
や
歌
詞
に
相
似
し
て
お
り
、

テ
ン
ポ
の
早
い
切
れ
の
よ
い
拍
の
強
い
囃
子
詞

が
特
徴
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ

て
の
芸
態
と
な
っ
て
い
る
が
、

音
頭
取
り
や
受

声
の
唱
和
も
堂
々
た
る
風
格
が
あ
り
祝
い
歌
に

も
似
た
堺
囲
気
を
も
っ
て
、
歌
唱
は
洗
練
さ
れ

て
い
る
。
石
巻
市
内
に
残
る
投
狐
な
民
謡
で
あ

り
、
ま
た
、
渡
波
塩
田
つ
ぽ
打
ち
唄
保
存
会
は
、

作
業
の
経
験
者
を
会
貝
に
含
め
て
い
る
等
こ
の

民
謡
を
正
し
く
保
持
し
て
い
る
。

新
指
定
文
化
財
紹
介

渡
波
塩
田
つ
ほ
打
ち
唄
が
市
指
定
に

渡波塩田つほ打ち唄

予ノヨ
ョ

号”

Solo 

一旦号
ーきょうはひもよいヤハ

麿瓢 贔 誌
ヤハーエ ャットコセー

＿→-ー
てんきもよいし ヨ

直＿
ィ 卜

目
ナ

工

言

末永聰行 採 譜

ヨィヨィハ
晶 ）
ハリャリャンリャンリャン

専 ーし可 「□可
ョ ィ トコ ヨ イトコ

ヨ
す

ナ

｀ 
ヤハ
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昭
和
三
十
七
年
に
「
住
居
表
示
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
昔
か
ら
の
由
緒
あ

る
町
名
が
新
し
い
町
名
に
骰
き
か
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
古
い
町
名
は
そ
こ
の
住
民
か
ら
も

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。
石

巻
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
名
は
、
私

た
ち
の
祖
先
が
そ
の
土
地
と
ど
の
よ
う
に
か
か

わ
っ
て
き
た
か
を
知
る
重
要
な
て
が
か
り
で
あ

り、

か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
で
す
。

今
、
日
本
各
地
で
は
、
町
名
も
文
化
財
で
あ

る
と
い
う
認
識
に
立
ち
、
由
緒
あ
る
町
名
を
何

ら
か
の
形
で
保
存
す
る
運
動
が
起
き
つ
つ
あ
り

ま
す
。
石
巻
市
教
育
委
員
会
で
は
、
す
で
に
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
由
緒
あ
る
町
名
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、

古
い
町
名
と
そ
の
由
来
を
石
に
刻
ん
で

建
立
す
る
事
業
を
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
新
設
一
本
、
立
替
え
を

一
本
計
二
本
の
石
柱
を
設
骰
い
た
し
ま
し
た
。

設
腔
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
匝

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
平
成
二
年
度
に
設
骰
い
た
し
ま
し
た

「
鰐
山
」
の
由
来
文
に
つ
い
て
不
適
切
な
表
現

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
下
記
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
。

明
神
山
石
巻
市
街
の
中
心
に
あ
る
丘
陵
の
北
西
部
分

（
現
山
下
町
一
丁
目
、
殺
町
の
各
一
部
）
を
明

神
山
と
い

っ
た
。
こ
の
地
名
の
お
こ
り
と
な
っ

た
恥
屋
明
神
（
現
烏
屋
神
社
）
は
、
安
永
二
年

（一

七
七
三
）
の
蛇
田
村
風
土
記
掛
上
に
は
、

r
(
前
略
）

一
村

鎖

守

一

烏

屋

明

神

一
小

名

経

塚

一
勧
諮
誰
勧
請
と
申

骰
井
年
月
共
二
相
知
不
申
候
但
右
明
神
者
牡
鹿

郡
十
座
之
内
晶
屋
神
社
二
御
座
候
由
申
伝
置
候

事

（後
略
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中

で
は
、
烏
屋
明
神
の
所
在
地
を
「
経
塚
」
と
記

し
て
い
る
。

「
経
塚
」
の
地
名
は
、
こ
こ
か
ら

約

一
五
0
メ
ー
ト
ル
西
に
あ
る
塚
に
由
来
す
る

と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
地
名
も
変
わ
る
こ

と
が
あ
る
と
い
う
好
例
で
あ
る
。

鰐

山
古
く
は
こ
の
丘
陵
一
帯
を
鰐
山
と
い
っ
た
。

鰐
山
の
由
来
は
「
鰐
子
の
皇
子
が
征
夷
大
将
罪

と
し
て
こ
の
丘
陵
に
駐
留
し
た
」
こ
と
に
ち
な

む
説
、
古
代
の
牡
鹿
郡
の
役
人
で
あ
っ
た
丸
子

（
普
通

マ
リ
コ
等
と
読
む
が
、
ワ
ニ
コ
と
読
む

説
も
あ
る
）

一
族
の
居
館
が
あ
っ
た
た
め
、
あ

る
い
は
海
上
か
ら
見
る
と
鰐
が
は
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
か
ら
と
い
う
説
が
あ
る
。
た
だ
、

い
ず
れ
も
伝
説
や
後
世
の
付
会
に
よ
る
も
の
で
、

根
拠
の
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
最
近
ま
で
残
っ

て
い
た
鰐
山
の
地
名
は
通
称
と
な
り
‘
泉
町

・

羽
黒
町

・
山
下
町
と
い
う
新
住
居
表
示
と
な
っ

て
い
る
。

由
緒
あ
る
町
名
を
後
世
に

旧
町
名
表
示
石
柱
設
置
事
業
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文
化
財
を
大
切
に

ー

し

ま

し

ょ

う

石
巻
市
内
に
は
、
国
指
定
文
化
財
が
二
つ
、

県
指
定
文
化
財
が
三
つ
、
市
指
定
文
化
財
は
二

十
二
件
あ
り
ま
す
。
そ
の
は
か
に
約
百
か
所
の

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
が
あ
り

ま
す
。
石
巻
市
教
百
委
貝
会
で
は
、

こ
う
し
た
文
化

財
が
存
在
す
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
お
し
ら
せ

す
る
た
め
に
、

標
柱
や
説
明
板
を
設
置
す
る
事

業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
文
化
財
と
し
て
指
定
・
堡
録
さ
れ
て

い
る
物

・
土
地
は
、
全
人
類
共
通
の
財
産
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
文
化
財
の
現
状
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
律
や
条
例
に
も

と
づ
く
届
け
出
が
必
要
で
す
。
特
に
周
知
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
、
土
木
工
事
や
住
宅
建
設

等
を
計
画
し
た
と
き
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
段

階
で
石
巻
市
教
脊
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ

、
。＇ 文
化
財
を
保
設
す
る
こ
と
は
、
先
祖
か
ら
伝

わ
っ
た
財
産
を
子
孫
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

我
々
の
世
代
の
文
化
を
も
子
孫
に
伝
え
る
行
為

で
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
目
先
の
利
益
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
将
来
の
こ
と
を
十
分

に
考
え
て
保
存

・
保
設
と
開
発
を
両
立
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
年
度
は
標
柱
三
本
説
明
板
二
基
を
設
骰
し

ま
し
た
。
設
骰
に
あ
た
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
関
係
各
位
に
お
札
申
し
上
げ
ま
す
。

【
標

小
沢
貝
塚

標
高
約
三
十
封
の
こ
の
丘
陵
の
北
斜
面
に
、

ア
サ
リ
を
中
心
と
し
た
貝
塚
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
か
ら
は
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
に

か
け
て
（
今
か
ら
約
四
千
i
三
干
年
前
）
の
土

器
や
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
丘
陵
の
突
端
部
下
の
水
田
か
ら

は
、
今
か
ら
約
千
五
百
年
前
と
推
定
さ
れ
る
北

海
道
系
の
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の

北
海
道
と
の
文
化
交
流
を
考
え
る
上
で
、
非
常

に
柑
狙
な
逍
跡
で
あ
る
。

田
道
町
遺
跡

こ
の
遺
跡
は
古
柑
時
代
前
期
（
今
か
ら
約
千

五
百
年
前
）
か
ら
奈
良

•

平
安
時
代
に
か
け
て

の
遺
跡
で
あ
る
。

平
成
三
年
度
の
調
査
で
、
多
数
の
住
居
跡
が

発
見
さ
れ
た
。

ま
た
、
奈
良
•

平
安
時
代
の
銅

製
帯
金
具
や
延
暦
年
間
（
八
世
紀
末
）
の
木
簡

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
こ
こ
に
何

ら
か
の
役
所
と
考
え
ら
れ
る
施
設
の
あ
っ
た
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
。

市
指
定
文
化
財
木
造
薬
師
如
来
坐
像

桃
山
時
代
に
造
ら
れ
た
仏
像
で
、
像
の
高
さ

は
三
〇
．
四

cm
。
寄
木
造
で
、
両
手
先
は
後
世

に
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

像
底
に
は
、
「
四
条
束
洞
院
大
仏
師
法
眼
虹

教
」
が
、
水
禄
十
一
年
(
-
五
六
八
）
に
造
像
し

た
旨
の
屈
牲
が
あ
り
、
桃
山
時
代
の
仏
師
の
動

向
を
知
る
う
え
で
投
重
な
作
例
で
あ
る
。

柱

文
化
財
標
柱
・
説
明
板
設
置
事
業

港
町

輪
を
描
く

潮
蝕
り
か
な

【
説

明

板

】

石
川
啄
木
歌
碑
に
つ
い
て

天
然
の
良
港
を
持
つ
荻
浜
は
、
明
治

―
四
年

（
一
八
八
一
）
か
ら
大
正
六
年
(
-
九
一
七
）

ま
で
三
十
六
年
間
、
日
本
郵
船
横
浜
函
館
間
定

期
便
航
路
の
寄
港
地
と
し
て
、
全
盛
時
に
は
旅

館
十
数
軒
を
数
え
る
ほ
ど
繁
栄
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
明
治
の
中
期
、
東
北
本
線
の
全
線
関
通

を
機
に
再
び
衰
勢
の
道
を
た
ど
り
ま
し
た
。

蔀
幸
の
詩
人
石
川
啄
木
は
奇
し
く
も
明
治
四

一
年
匹
月
二
十
六
日
朝
七
時
、
釧
路
か
ら
海
路

上
京
途
中
「
三
河
丸
」
で
こ
の
地
に
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
大
森
屋
旅
館
で
給
仕
に
出
た
佐
藤
藤

野
さ
ん
と
雑
談
を
交
わ
し
な
が
ら
朝
食
を
と
り
、

怜
が
嗚
き
、
椿
の
花
が
満
開
の
琴
平
社
に
堡
り
、

港
を
眺
め
、
わ
ず
か
五
時
間
の
「
今
年
の
私
の

春
」
を
楽
し
ん
だ
の
で
す
。

上
京
後
間
も
な
く
守
い
た
自
伝
小
説
「
二
筋

の
血
」
に
、
そ
の
宿
で
出
会
っ
た
少
女
「
藤
野
」

が
ヒ
ロ
イ
ン
名
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
ま
た

と
ろ
ろ
と
な
き
て

病
を
圧
せ
る

漂
泊
の
人
は
か
ぞ
え
ぬ

風
野
き
越
の
峠
に
あ
ひ
し
少
女
も

な
ど
、
歌
稿
ノ
ー
ト
「
暇
十
時
」
に
収
め
ら
れ

て
い
る

一
連
の
歌
は
、
啄
木
が
荻
浜
を
い
と
し

ん
だ
回
想
歌
で
す
。

こ
の
歌
碑
は
、
啄
木
生
誕
九
十
周
年
を
記
念

し
て
、
啄
木
歌
碑
建
設
委
貝
会
、
仙
台
啄
木
会

と
、
全
国
の
啄
木
を
敬
愛
す
る
多
く
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
碑

の
文
字
は
「
暇
十
時
」
に
柑
き
残
し
た
啄
木
直

箪
を
拡
大
し
て
刻
し
た
も
の
で
す
。

旧

毛

利

邸

近
世
の
石
巻
は
、
江
戸
廻
米
が
実
施
さ
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
栢
み
出
し
港
と
し
て
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
住
吉
に
は
、
幸
保
二
年
（
一

七
一
七
）
一
八
棟
の
米
蔵
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

毛
利
家
は
、
代
々
住
吉
米
蔵
の
蔵
守
を
勤
め
た

家
で
す
。

こ
の
旧
毛
利
邸
は
毛
利
家
第
十
一
代
七
蔵
か
、

十
二
代
利
兵
衛
に
よ
っ
て
、
今
か
ら
百
二
十
年

以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
一
部
二
階
建
で
、
道
路
に
面
し
た
部

分
は
、
以
前
店
舗
と
し
て
利
用
さ
れ
た
た
め
に

改
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
に
二
階
部

分
は
床
の
間
、
違
棚
、
天
袋
、
面
皮
柱
や
面
皮

長
押
な
ど
高
級
材
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
当
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
の
時
、
榎
本
武
楊
を
節
頭
と
す
る

反
政
府
軍
は
、
軍
艦
「
開
賜
」
以
下
七
隻
で
寒

風
沢
に
媒
結
。
そ
の
後
、
折
浜
に
停
泊
し
て
石

巻
に
上
陸
し
ま
し
た
。
榎
本
武
揚
、
土
方
蔵
三
、

星
拘
太
郎
等
は
、
こ
の
旧
毛
利
邸
の
二
階
座
敷

に
陣
取
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
石
巻
は
北
進
し

て
き
た
明
治
政
府
箪
と
の
一
触
即
発
の
危
機
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
危
機
を
救
っ
た
の
が
、
仙

台
藩
士
細
谷
十
太
夫
直
英
で
す
。
細
谷
は
当
時

の
毛
利
家
当
主
毛
利
理
惣
治
と
と
も
に
、
榎
本

武
揚
等
に
対
し
て
大
祉
の
物
賀
食
料
を
調
達
し

ま
し
た
。
そ
し
て
榎
本
艦
隊
は
、
明
治
元
年
十

月
十
二
日
に
折
浜
を
出
航
し
、
北
海
道
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。

こ
の
旧
毛
利
邸
の
二
階
座
敷
に
は
、
激
品
し

た
土
方
蔵
三
が
刀
で
き
り
つ
け
た
と
い
わ
れ
て

い
る
柱
の
協
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
成
四
年
度
の
文
化
財
め
ぐ
り
は
、
第
一
回

石
巻
市
内
住
吉

•

石
巻
地
区
、
第
二
回
岩
手
県

北
上
•
水
沢
市
、
第
三
回
登
米
町
へ
出
向
き
、

各
地
の
文
化
財
を
見
学
し
、
参
加
さ
れ
た
方
々

か
ら
も
御
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
か
ら
受
付
の
方
法
が
先
約
順
か
ら
抽
選

に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
ど
お

り
た
く
さ
ん
の
ご
応
称
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
が
多
数

ご
ざ
い
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

近
世
の
石
仏
を
た
ず
ね
て

月

日

十

月

十

八

日

（日
）

講
師
佐
藤
雄
一
石
巻
市
文
化
財
保
護
委
且

参
加
者
二
十
四
人

当
日
は
、
秋
昭
れ
の
紫
昭
ら
し
い
天
候
に
恵

ま
れ
、
ま
た
と
な
い
文
化
財
め
ぐ
り
の
日
和
と

な
り
ま
し
た
。

朝
八
時
五
十
五
分
に
住
吉
公
園
に
集
合
し
、

住
吉
ポ
ン
プ
楊
脇
の
か
す
が
い
地
蔵
か
ら
脱
済

寺
を
め
ぐ
り
、
旭
町
島
歴
神
社
か
ら
松
尾
神
社
、

久
円
寺
へ
ぬ
け
、
鋳
銭
楊
延
命
地
蔵
、
寿
福
寺
、

永
骰
寺
不
動
堂
を
見
学
し
、

昼
の
十
二
時
三
十

分
に
解
骰
し
ま
し
た
。

全
行
程
5
k
m
の
道
の
り
で
し
た
が
、
全
貝
元

気
に
歩
い
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第

＿
回
文
化
財
め
ぐ
り

月

日

十

一
月
八
日

（日
）

講

師

石

垣

宏

石

巻

市

文

化

財

保

護

委

貝

参

加

者

四

十

三

人

こ
の
日
は
、
北
上
川
を
通
し
て
石
巻
と
深
い

つ
な
が
り
の
あ
っ
た
岩
手
県
南
部
の
水
沢
市

・

北
上
市
の
文
化
財
を
見
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
見
学
当
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
が
う
そ
の
よ

う
に
晴
れ
渡
り
、
絶
好
の
見
学
日
和
と
な
り
ま

し
た
。
朝
八
時
に
石
巻
市
役
所
の
玄
関
に
集
合
し
、

観
光
パ
ス
で
東
北
自
動
車
道
の
古
川
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
北
上
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ヘ
と

抜
け
、
は
じ
め
に
北
上
市
立
陳
物
館
と
み
ち
の

く
民
俗
村
を
見
学
し
ま
し
た
。

展
勝
地
で
北
上
川
の
柑
ら
か
な
流
れ
を
楽
し

み
な
が
ら
昼
食
を
と
り
、
胆
沢
城
か
ら
水
沢
へ

抜
け
、
斉
藤
府
記
念
館
、
高
野
長
英
記
念
館
を

見
学
し
、
船
路
に
つ
き
ま
し
た
。

石
巻
到
泊
は
夕
方
の
六
時
近
く
で
し
た
が
、

怖
り
の
パ
ス
の
中
で
北
上
夜
曲
を
皆
で
歌
い
、

盛
況
の
う
ち
に
石
巻
へ
焔
っ
て
き
ま
し
た
。

北
上
川
流
域
の
文
化
財
を
尋
ね
て

第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り

平
成
四
年
度
文
化
財
め
ぐ
り

と
よ
ま
の
里
を
訪
ね
て

月

日

十

一
月
十
三
日
（
金
）

講

師

石

垣

宏

石

巻

市

文

化

財

保

設

委

且

参
加
者
二
十
四
人

十
一
月
の
少
し
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、
朝
九

時
に
二
十
四
人
の
見
学
者
が
皆
元
気
に
石
巻
市

役
所
前
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
出
発
し
ま
し
た
。

パ
ス
は
天
王
橋
を
渡
り
、
飯
野
川
を
抜
け
、

ま
ず
は
津
山
町
の
柳
津
虚
空
蔵
邸
に
立
ち
寄
り

ま
し
た
。

登
米
に
到
舒
し
た
の
が
十
時
十
五
分
、
始
め

に
辟
察
行
料
館
、
次
い
で
春
蘭
亭
で
休
憩
を
と

り
、
水
沢
県
庁
記
念
館
に
向
か
い
ま
し
た
。

午
後
は
東
海
亭
で
の
昼
食
の
後
、
旧
登
米
尚

等
尋
常
小
学
校
‘
虹
乗
寺
高
台
院
怠
屋
、
寺
池

城
跡
を
見
学
し
‘
喰
古
館
を
あ
と
に
し
て
婦
路

に
つ
き
ま
し
た
。

帰
り
道
で
は
、
津
山
町
の
「
も
く
も
く
ハ
ウ

ス
」
に
立
ち
寄
り
、
お
み
や
げ
を
買
っ
た
後
、

夕
方
四
時
に
石
巻
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り

....第一回文化財めぐり

◀
第
三
回
文
化
財
だ
よ
り

伍9
-

i
1
 ～』
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石
巻
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

二
、
発
見
さ
れ
た
北
海
道
系

（
続
縄
文
）

土
器

一1
一

注
口
土
器
の
注
口
部
（
後
北
Cz
屯
式
）

他
二
点

三
、
発
見
の
経
過
及
び
状
況

平
成
四
年
春
、
石
巻
市
議
会
議
貝
三
浦
賜
悦

氏
か
ら
教
育
委
貝
会
社
会
教
育
課
へ
、
高
木
の

小
沢
貝
塚
近
く
か
ら
土
器
が
出
土
し
た
旨
の
通

報
が
あ
っ
た
。
早
速
社
会
教
脊
課
職
貝
が
三
浦

氏
と
現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
圃
楊
整
備
を

終
え
た
水
田
畦
の
断
面
等
か
ら
少
砿
の
土
器

・

須
恵
器
片
を
採
梨
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
器
片
等

を
水
洗
し
、
時
期
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
‘

う
ち
三
点
が
続
縄
文
の
土
器
片
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

四
、
続
縄
文
文
化
に
つ

い
て

続
縄
文
文
化
と
は
、
九
州

•

四
国

・

本
州
に

お
い
て
縄
文
時
代
が
終
わ
り
弥
生
時
代
に
な
っ

た
と
き
に
北
海
道
で
起
こ
っ
た
文
化
で
、
縄
文

文
化
の
流
れ
を
く
み
、
海

Ill
で
の
漁
労
と
狩

猟

・
採
集
を
主
た
る
生
業
と
し
た
文
化
で
す
。

年
代
は

、

九
州

•

四
国

・

本
州
に
お
け
る
弥
生

時
代
と
古

rft時
代
に
ほ
ぼ
並
行
し
、
紀
元
前
二

百
年
頃
か
ら
八
世
紀
頃
ま
で
続
い
た
と
い
わ
れ

{

9”
》

て
い
ま
す
。

一
、
発
見
の
場
所

石
巻
市
高
木
（
小
沢
貝
塚
隣
接
地
）

そ
し
て
、
こ
う
し
た
北
海
道
系
の
続
縄
文
文

化
に
属
す
る
土
器
は
、
北
海
道
の
み
な
ら
ず
、

-
3
}
 

東
北
地
方
か
ら
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

五
、
発
見
地
点
の
位
置
と
環
境

発
見
地
点
は
、
石
巻
市
域
の
北
東
部
、
嵩
木

地
区
の
小
沢
で
あ
る
。
甜
木
地
区
は
、
昭
和
42

年

(
-
九
六
七
）
に
石
巻
市
に
合
併
す
る
前
は
、

旧
牡
鹿
郡
稲
井
町
に
屈
し
、
そ
の
前
は
稲
井
村
、

近
世
は
嵩
木
村
で
あ
っ
た
。

高
木
及
ぴ
旧
稲
井
町
地
区
は
、
遺
跡
の
宝
匝

で
国
指
定
史
跡
沼
津
貝
塚
を
は
じ
め
多
く
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
益
録
さ
れ
て
い
る
。
発
見

地
点
は
、
丘
陵
の
裾
部
を
め
ぐ
る
道
路
下
の
水

田
畦
で
あ
る
。
こ
の
丘
陵
は
、
北
上
山
地
南
端

部
に
あ
た
り
、
南
西
方
向
に
舌
状
に
突
き
出
し
、

頂
部
の
標
窃
は
約
三
十
切
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
丘
陵
全
域
は
中
世
の
館
跡
「
三
日
防
館
跡
」

で
あ
り
、
北
西
斜
面
は
、
縄
文
中
後
期
と
奈
良

平
安
時
代
の
迪
物
が
表
採
で
き
る
小
沢
貝
塚
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
発
見
地
点
北
約
四
百
“

に
は
縄
文
晩
期
の
寺
前
貝
塚
が
あ
る
。

地
形
を
み
る
と
、
北
か
ら
西
は
上
品
山

（匹

六
七
．
八
昇
）
、
龍
峰
山

（三
四
七
．
五
切
）

の
丘
陵
が
辿
な
り
、
東
と
南
は
水
田
地
帯
で
あ

り
、
そ
こ
を
雄
勝
峠
に
水
源
を
持
つ
真
野
川
が

北
東
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
流
れ
、
北
上
川
に

合
流
し
て
い
る
。
な
お
、

古
代
中
世
に
お
い
て
、

北
上
川
は
、
石
巻
湾
に
は
流
下
し
て
い
な
か
っ

北
海
道
系
の
士
器

（続
縄
文
士
器
が
）
発
見
さ
れ
ま
し
た

た
と
い
う
説
が
、
か
つ
て
あ
っ
た
が
、
現
在
で

(
4
}
 

は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
後
北
式
と
並
行
す
る
と
い
わ
れ
る
古

柑
時
代
の
選
物
を
確
認
し
て

い
る
逍
跡
に
は
、

前
出
の
沼
津
貝
塚
を
は
じ
め
、
田
道
町
遺
跡
、

越
田
台
遺
跡
、
五
松
山
洞
窟
逍
跡
、
清
水
尻
遣

跡
、
新
金
沼
逍
跡
、
西
三
軒
屋
迫
跡
、
垂
水
囲

貝
塚
、

新
山
崎
遺
跡
が
あ
る
。

六
、
発
見
の
意
義

今
回
の
続
縄
文
土
器
片
の
発
見
は
、
石
巻
周

辺
地
区
で
は
は
じ
め
て
の
発
見
で
す
。
こ
う
し

た
続
縄
文
土
器
は
、
岩
手
県

•

宮
城
県
の
北
上

川
と
そ
の
支
流
流
域
で
割
合
に
多
く
見
つ
か
っ

-
5
}
 

て
い
ま
す
。
今
回
の
発
見
で
、
北
上
川
の
河
ロ

付
近
ま
で
分
布
す
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
陸
沿
岸
部
で
は
出
土
例
が
少
な
く
廿

諏
な
発
見
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

古
代
の
北
海
道
系
の
逍
物
が
、
石
巻
地
域
で

発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
両
地
域
が
、
何
ら

か
の
形
で
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
で
す
。

た
だ
、
そ
れ
が
交
易
等
問
接
的
な
も
の
か
、

直
接
人
の
往
来
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の

主
た
る
ル
ー
ト
が
北
上
川

・
馬
渕
川
等
を
通
っ

た
内
陸
方
面
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
の
か
、
海
で
直

接
つ
な
が
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
両
方
で

あ
っ
た
の
か
等
は
、
今
後
の
課
題
で
す
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
左
記
の
方
々
、
機
関
か

ら
種
々
の
ご
協
カ

・
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。

記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
浦
賜
悦

藤
沼
邦
彦

茂
木
好
光

一
九
七
九

中
村
光

一

東
北
歴
史
行
料
館

宮
城
県
教
育
庁
文
化
財
保
設
課

石
巻
市
建
設
部
追
路
課

石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー

由m
続
縄
文
土
器
の
形
式
名
は
、
い
ま
だ
統
一

さ
れ
て
な
い
。
本
稿
で
は
、
と
り
あ
え
ず
河

野
広
道
氏
の
分
類
で
あ
る

「後
北
式
」
の
名

称
を
使
っ
て
お
く
。

②

佐
藤
信
行
「
宮
城
県
内
の
北
海
道
系
の

追
物
」

r{
呂
城
の
研
究
」

I
考
古
学
編

一

九
八
四

③

注
②
に
同

m
r河
北
町
誌
』
下
巻

固

注
②
に
同
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石巻市文化財だより (3Q 

石巻市内の弥生～古墳時代の遺跡

No. 追 跡 名 No. 辿 跡 名 No. 追 跡 名

I 沼津貝塚 7 西三軒屋泌i跡 13 梨木畑貝塚

2 田道Ill]磁跡 8 垂水l用貝塚 14 磯田貝塚

3 越田台辿跡 ， 新山崎逍跡 15 一本杉貝塚

" 五松111洞窟辿跡 10 小沢貝塚 16 際辿跡

5 m水尻辿跡 11 寺前貝塚 17 伊/Ji(津洞窟逍跡

6 新金沼辿跡 12 韮塚貝塚 18 鹿松具塚



(31) 石巻市文化財だより

石巻市内所在指定文化財一覧

く国指定文化財＞

（平成 5年 3月現在）

名 称 In数 I指定年月日 I所 在 地 I所 有者 I時 代

if(要文化財 府版

史跡 沼津貝塚

く県指定文化財＞

昭36.2 . l I石巻市住吉町一丁目 8-29 
昭47.10.21 石必市沼津字出外

毛利 fq, I縄文
縄文～弥生

名 称 貝数 指定年月 8 所 在 地 所 有 者 時 代

牡廊法 1,11神楽 I [llf 46. 3 . 2 石咎,Iii於字牧1111-1
（代 表）

近 Ill: 
桜谷守 雄

仁斗. m .H 塚 J ll(l 50. 4 .30 石巻市大：：字田代浜字仁斗田 斗・Fl:l 縄 文

鳥屋 神社奉納絵馬
1 II(! 63.11.29 石俗市羽黒町一丁l:J7 -I .l'.:; hi till i」: 近 Ill: 

r奥州石券ノ l叉iJ

く市指定文化財 ＞

名 称 貝数 指定年月日 所 在 地 所 布 者 時 代

多福院板碑 I洋 88 ll{l 50. 6. l 石巻市吉野町一丁目 1-9 多 福 院 中 111: 

（第1次）

平塚ツナ家文料 739 
IIR 51. 6 . I 

石谷市lt-i浜町一丁目 7-30 石 咎 市 近 111: 
（第2次）
II(! 53. 4 .. I 

旧石径ハリストス
llfj 55.12.20 石谷市中瀬3-18 石 咎 市 近 代

正教会教会党

洲l þÿ—ó I II(', 55.12.20 石忍市ft-i浜町ーTEI7 -30 石 咎 市 現 代

イ チ ヨ ウ
2 llfl 55. I 2 . 20 石を市翡木字寺liii48 古 祥 こ-..J・・・

（吉祥寺）

イ チ ヨ ウ
I 11/j 55. 12.20 石巻市水沼字天似113 他 呆 院

（箭i þÿlÉ–bえ）

必 西 椀 3 11(.l 56. 5 .18 石巻市）＜瓜字棚橋168 ”u’ll ― 洞 院 中 Ill: 

謀 itll l!i¥l 日 1 11/J 56. 5 .18 石谷市南浜町一丁目 7-30 石 巻 市 現 代

石谷市iJ如皮
l II[! 56. 12.19 石咎市渡波：：;-: 西ケ崎JJ

（代 表）

絣子・風流 阿部脱志

漁 犬 像 J II/! 57 .12.15 石迭市T令i浜町一丁目 7-30 石 巻 市 現 代

宝 佗 印 硲 l ll(l 61.12. 1 石券市袴字牧ill5番地 ?,,t: =,, 紀iれ1,r1:
相 輪 J 11/j 61 .12. l 矛i:IJ;市i癸字牧Ill5番地 苓羊鯰神社

客平崎神社ノ芦納
I ll/l 61.12. I 石券市浴字牧1115番地 苓 ：r崎神社

絵馬（白馬のl:;<I)

零羊崎神社奉納納
j 11/l 61.12. l 石谷市浴字牧ill5番地 ‘ぷ・r-崎神社

絵馬 W.¥馬 のl,t.l)

艮礼jl寺「扁額」 1 ll/l 61.12. l 石咎市浴字牧1115番地 苓羊崎神社

鉗造粋森立像 I 平元 7.31 石咎市渡波字1-.F.E11l12 洞 源 院 古 代

銅造薬師如来立像 I 平元 7.31 石谷市泊j木字竹下75 日野学栄 中 匪

鉗造l例弥I屯女II米立i象 I 平元 7.31 石巻市佑j木字竹下75 R 野 孝栄 中 IIJ: 

鉗造観f'j-序汀裕立i象 l 平元 7.31 石谷市甜木字竹下75 El 嬰f孝 栄 中 111: 

木造観音 菩薩坐像 I 平元 7.31 石咎市羽思lllf一丁目 I-27 水 巌 寺 古代 ・中 111:

木造薬師如来座像 I 平元 7.31 石咎市兵野字笠原2 長 谷 .cl寸・.・ 中 111: 

渡波塩田つぽ打ち唄 I 平 4. 6 . I 石券rl1i茄留字赤坂前7-I 阿部 ((!_雄
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